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は じ め に 
 

2019 年８月～９月にかけて、長野県内の製造所で製造された「白和え」を原因と

する食中毒が発生し、12 県 18 施設の医療機関及び福祉施設にまたがって計 116 名が

発熱、下痢、嘔吐などの食中毒症状を発症しました。これらの患者及び「白和え」か

らサルモネラ属菌が検出されており、また、この「白和え」の製造所では、別の製品

の原材料として加熱用の未殺菌の卵が使用されていたことなどから、別製品用の原材

料卵に由来するサルモネラ属菌が、製造所の従事者や器具等を介して「白和え」を二

次汚染したと推定されています。 
サルモネラ属菌をはじめ、食中毒の原因となる細菌の多くは、十分な加熱により殺

菌することができますが、加熱後の食品に触れる調理従事者の手指や調理器具が汚染

されていると、加熱殺菌された食品も再度汚染されてしまいます。こういった二次汚

染を予防するためには、調理開始前や肉、魚などにふれた後の手洗いの徹底、食材と

加熱後の食品との調理器具の使い分け、使用後の調理器具の洗浄、消毒の徹底などが

重要です。 
 さて、兵庫県において 2019 年に発生した食中毒事件は、前年に比べ、事件数は減

少しましたが、患者数は増加しました（対前年比事件数 79.6％、患者数 113.6％）。全

国では、事件数、患者数はともに減少しています（対前年比事件数 79.8％、患者数

75.3％）。また、兵庫県における近年の食中毒の発生状況の傾向として、事件数、患

者数ともにノロウイルス及びカンピロバクターを病因物質とするものが主となって

いますが、この傾向は 2019 年においても同様でした。 

 フグを原因食品とする食中毒については、全国的に事件数は増加しており（対前年

比事件数 107.1％）、県内では２件（前年事件数１件）発生しました。この２件は、い

ずれも家庭の自家調理によるものでした。 

 これらの状況から、食中毒を防止するためには、食品関係事業者等に対し、一層の

自主衛生管理の徹底を促し、継続的に食品衛生知識について啓発していくことが必要

です。加えて、家庭では、フグの素人調理や毒キノコの誤食による食中毒の発生が続

いていることから、県民に対しても食品衛生の正しい知識を持っていただくよう普及

啓発していく必要があると考えています。 

 これまで発生した事件の要因を考察することは、今後の食中毒予防対策を講じる上

で非常に重要であるとの考えから、毎年本紙を作成しています。この食中毒事件録を

幅広い方々にご覧いただき、食中毒予防に対する正しい知識の普及に活用されること

を願っています。 

 
 令和２年 12 月 
 

兵庫県健康福祉部健康局生活衛生課長  
 源 田  健    
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2019 年 
 
１ 年次別発生状況・・・・・・・・・・・・・・表１，２，３、図１，２，３，４ 
  2019 年における兵庫県（神戸市、姫路市、尼崎市、明石市及び西宮市を含む。）

の食中毒の発生件数は 39 件（対前年比 79.6％）、患者数は 1,069 名（対前年比

113.6％）であり、前年と比較して、事件数は減少し、患者数は増加した。過去 10

年の平均値と比較すると、事件数は少なく、患者数は多い。 
  規模別に見ると、患者が 50 名を超える食中毒は前年と比べ減少した（平成 30 年

４件、2019 年２件）。このうち、100 名を越えたものは１件であった。近年に 100

名を越えたものは、平成 27 年に１件、平成 28 年に１件、平成 30 年に２件発生し

ている。 

 
２ 月別発生状況・・・・・・・・・・・・・表４，５，６，14、図５，６，７，８ 
  月別状況を見ると、最も発生件数が多かったのは３月の７件、次いで１月の６件

であった。患者数は２月が最も多く 524 名、次に１月の 153 名となっている。 
  気温の高い５～10 月の６か月間では、13 件（33.3％）の食中毒が発生し、その

うち主な病因物質としては、カンピロバクターによるものが６件（46.2％）、ぶどう

球菌及びノロウイルスによるものがそれぞれ２件（15.4%）であった。 

  気温の低い１～４月及び 11～12 月の６か月間では、26 件（66.7％）の食中毒の

うち、ノロウイルスによるものが 14 件（53.8％）、カンピロバクターによるものが

６件（23.1％）発生している。 

 
３ 健康福祉事務所・保健所別、地域別発生状況・・・・・・・・・・・・表７，８ 
  県健康福祉事務所・政令市保健所別、ブロック別に示した。 
 
４ 原因食品別発生状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・表９，10、図９ 
  発生した全ての食中毒（39 件）について原因食品が判明（食事を特定したもの

も含む。）した。 
 
５ 病因物質別発生状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・表 11，12、図 10 
  発生した全ての食中毒（39 件）について、病因物質が判明した。なお近年の病

因物質不明の事件数は、平成 27 年５件、平成 28 年１件、平成 29 年１件、平成 30

年０件である。 
  病因物質のうち、細菌によるものが 17 件（43.6％）であり、前年（24 件）より

減少した。内訳は、カンピロバクターが 12 件（70.6％）と大部分を占めており、

ぶどう球菌及び腸管出血性大腸菌がそれぞれ２件（11.8％）で続いている。 
  ノロウイルスによるものは 16 件（41％）で、前年（14 件）と比較して増加した。 
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６ 原因食品別、月別、病因物質別発生状況・・・・・・・・・・・・・表 13，14 
 (1) カンピロバクター 
   ほぼ１年を通して発生しており、細菌性食中毒の大部分を占めている。 
   原因としては、鶏肉の生食や加熱不足等が考えられた。 
 (2) ぶどう球菌 

   ５月及び９月に発生した。 
   原因としては、調理従事者の手指等からの二次汚染や常温での長時間放置等が

考えられた。 
 (3) ノロウイルス 

例年と同様に、１月から３月の冬季に多数発生したが、４月から６月にかけて

も５件発生した。 
   原因としては、ほとんどがノロウイルスに感染した調理従事者を介した二次汚

染によると考えられたが、受水槽の水の汚染によるものも１件あった。 
 
７ 原因施設別発生状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・表 15，16、図 11 
  発生した食中毒 39 件については、全て原因施設が判明した。 
  そのうち、飲食店（仕出し・弁当及び旅館を含む）によるものが 33 件（84.6％）、

家庭で発生したものが３件（7.7％）であった。 
 
８ 摂食場所別発生状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・表 17，18、図 12 
  摂食場所については、39 件全ての事例で判明した。 
  そのうち、飲食店におけるものが 24 件（61.5％）、家庭においても５件（12.8％）

発生している。 
 
９ フグ中毒発生状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・表 19、図 13 
  フグによる食中毒が２件発生した。自家調理によるフグの肝臓等の喫食によるも

のであった。 
  喫食者の死亡事例は無かった。 
 
10 発生要因の考察 
  発生要因については、39 件全ての事例で推測又は確定できた。 
  その要因を延べ数で取りまとめると、次の様な状況であった。 

① 手指、器具等から食品への二次汚染 ・・・・・・・・・・ 29 件(74.4％) 
② 加熱不十分 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16 件(41.0％) 
③ 原材料からの汚染 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 件(30.8％) 
④ 調理従事者等の衛生知識の欠如 ・・・・・・・・・・・・ 17 件(43.6％) 
⑤ 自然毒に関する知識不足 ・・・・・・・・・・・・・・・  4 件(10.3％) 
⑥ 常温での長時間放置   ・・・・・・・・・・・・・・・・・   1 件( 2.6％) 
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表１　食中毒年次別発生状況（過去１０年間）

22 28 26 6 0 ※ 5 65 1,254

23 32 12 4 1 ※ 3 52 1,062

24 22 14 5 3 ※ 2 46 1,100

25 16 16 5 4 ※ 0 41 931

26 10 17 4 3 ※ 0 34 976

27 22 16 5 6 ※ 2 51 1,202

28 18 10 5 9 ※ 2 44 1,139

29 6 15 5 3 ※ 3 32 1,014

30 20 15 6 5 2 1 49 1,330

2019 17 12 3 4 2 1 39 1,061

平均 15.3 4.8 3.8 2.0 1.9 45.3 1,106.9

死者数 死者数

22 677 725 64 0 ※ 257 1,723 25,972 0

23 619 151 29 10 ※ 23 832 21,616 11

24 693 300 85 127 ※ 35 1,240 26,699 11

25 725 282 133 26 ※ 0 1,166 20,802 1

26 190 1 147 393 17 ※ 0 747 19,355 2

27 556 212 86 66 ※ 25 945 1 22,718 6

28 491 135 73 107 ※ 13 819 20,252 14

29 77 143 80 39 ※ 27 366 16,464 3

30 442 139 106 52 198 4 941 17,282 3

2019 816 124 69 43 16 1 1069 13,018 4

平均 528.6 0.1 235.8 111.8 48.7 21.4 38.5 984.8 0.1 20,417.8 5.5

　※平成30年４月に中核市へ移行

計

兵庫県
年

神戸市 姫路市 尼崎市 西宮市県関係 明石市

神戸市

兵庫県

県関係 姫路市 尼崎市 西宮市明石市

事
件
数

患
者
数

区
分

全国
計

死者数

19.1

全国患者数

区
分

年
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表２　規模別発生状況

４１～６０

（うち50人以上）

1

1

2

件
数

計 17

県関係

計１１～２０ ２１～３０ ３１～４０

西宮市 1

患者数（人） １～１０

神戸市 8

1

６１～８０

2

3

８１～１００

1

１０1以上

1 17

12

姫路市 1 1 3

4

1 112

8

尼崎市 2

2

5

1

2

1

明石市 2

0 1 39

1

2

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

１～１０ １１～２０ ２１～３０ ３１～４０ ４１～６０ ６１～８０ ８１～１００ １０1以上

件
数

患者数（人）

図３ 規模別発生状況

県関係 神戸市 姫路市 尼崎市 明石市 西宮市
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表３　年次別罹患率（過去１０年間）

事　項

年　次 全　国 兵庫県 全　国 兵庫県 全　国 兵庫県 全　国 兵庫県 全　国 兵庫県

平成２２年 1,254 65 25,972 1,723 0 20.7 26.5 20.3 30.8

平成２３年 1,062 52 21,616 832 11 20.4 16.0 16.9 14.9

平成２４年 1,100 46 26,699 1,240 11 24.3 27.0 20.9 22.3

平成２５年 931 41 20,802 1,166 1 22.3 28.4 16.4 21.0

平成２６年 976 34 19,355 747 2 1 19.8 22.0 15.2 13.5

平成２７年 1,202 51 22,718 945 6 18.9 18.5 17.9 17.1

平成２８年 1,139 44 20,252 819 14 17.8 18.6 16.0 14.8

平成２９年 1,014 32 16,464 366 3 16.2 11.4 13.0 6.7

平成３０年 1,330 49 17,282 941 3 13.0 19.2 13.7 17.2

２０１９年 1,061 39 13,018 816 4 12.3 20.9 10.3 14.9

※罹患率は対人口１０万人当たりの患者数で示した（ただし、対比人口は、２０１９年１月１日現在のもの）。

罹患率※
（対人口１０万）

件　数 患者数 死者数
１事件あたりの

患　者　数

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

22 23 24 25 26 27 28 29 30 2019

人

平成

図４ 年次別罹患率（人口10万人当たり）全 国 兵庫県

年
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表４　月別発生状況

件
　
数

患
者
数

件
　
数

患
者
数

件
　
数

患
者
数

件
　
数

患
者
数

件
　
数

患
者
数

件
　
数

患
者
数

件
　
数

患
者
数

１月 5 149 1 4 6 153

２月 2 506 2 9 1 9 5 524

３月 2 21 4 50 1 3 7 74

４月 1 14 1 15 1 24 3 53

５月 2 33 2 14 1 7 5 54

６月 1 15 1 15 1 9 3 39

７月 1 16 1 9 2 25

８月 0 0

９月 3 68 3 68

10月 0 0

11月 1 24 1 1 2 25

12月 1 8 1 45 1 1 3 54

計 17 816 12 124 3 69 4 43 2 16 1 1 39 1,069

西宮市尼崎市 計

月

県関係 神戸市 姫路市 明石市
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表５　過去１０年間の月別発生状況（件数）

年
月

1 11 3 6 1 4 6 7 4 2 6 5.0

2 7 2 4 4 4 3 5 3 6 5 4.3

3 8 3 2 3 2 11 4 2 8 7 5.0

4 3 4 8 4 4 5 5 1 3 3 4.0

5 6 5 2 5 2 3 1 4 1 5 3.4

6 3 10 4 3 1 3 8 2 5 3 4.2

7 3 6 1 4 0 4 3 1 4 2 2.8

8 8 9 1 3 4 2 2 3 3 0 3.5

9 9 1 3 4 5 2 1 3 3 3 3.4

10 4 4 8 5 1 4 4 4 2 0 3.6

11 0 1 1 3 3 0 1 4 5 2 2.0

12 3 4 6 2 4 8 3 1 7 3 4.1

計 65 52 46 41 34 51 44 32 49 39 45.3

表６　過去１０年間の月別発生状況（患者数）

年
月

1 230 108 191 50 63 112 200 80 26 153 121.3

2 141 41 82 303 33 17 69 14 104 524 132.8

3 316 71 17 58 384 218 64 49 129 74 138.0

4 141 22 158 75 15 54 47 2 25 53 59.2

5 71 49 33 216 16 36 142 48 26 54 69.1

6 27 126 86 32 2 41 69 29 214 39 66.5

7 50 96 8 58 0 90 59 5 27 25 41.8

8 306 197 22 33 79 59 19 75 96 0 88.6

9 196 4 71 25 31 26 28 26 29 68 50.4

10 63 74 281 116 40 82 12 21 3 0 69.2

11 0 4 103 149 66 0 2 16 47 25 41.2

12 182 40 188 51 18 210 108 1 215 54 106.7

計 1,723 832 1,240 1,166 747 945 819 366 941 1,069 984.8

（　　）死者数再掲

平成27年平成26年平成22年平成23年平成24年平成25年
過去10年間

の平均

過去10年間
の平均

平成29年

平成29年平成30年

平成30年平成22年 2019年

2019年

平成28年平成27年平成26年平成25年平成24年平成23年

平成28年

(0.1)

(0.1)(1)

(1)
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表７　健康福祉事務所・保健所別発生状況（平成３０年・２０１９年件数、患者数）

健 康 福 祉
事 務 所

保 健 所 死亡者 死亡者

芦 屋 ( 0.0 ) ( 0.0 ) 0 ( 0.0 ) ( 0.0 ) 0

宝 塚 1 ( 2.0 ) 8 ( 0.9 ) 0 2 ( 5.1 ) 24 ( 2.2 ) 0

伊 丹 1 ( 2.0 ) 1 ( 0.1 ) 0 1 ( 2.6 ) 18 ( 1.7 ) 0

加 古 川 2 ( 4.1 ) 74 ( 7.9 ) 0 1 ( 2.6 ) 65 ( 6.1 ) 0

明 石 3 ( 6.1 ) 27 ( 2.9 ) 0 ※

加 東 6 ( 12.2 ) 70 ( 7.4 ) 0 3 ( 7.7 ) 64 ( 6.0 ) 0

福 崎
(中播磨)

( 0.0 ) ( 0.0 ) 0 1 ( 2.6 ) 27 ( 2.5 ) 0

龍 野 ( 0.0 ) ( 0.0 ) 0 1 ( 2.6 ) 483 ( 45.2 ) 0

赤 穂 1 ( 2.0 ) 25 ( 2.7 ) 0 ( 0.0 ) ( 0.0 ) 0

豊 岡 1 ( 2.0 ) 2 ( 0.2 ) 0 2 ( 5.1 ) 21 ( 2.0 ) 0

朝 来 1 ( 2.0 ) 6 ( 0.6 ) 0 1 ( 2.6 ) 16 ( 1.5 ) 0

丹 波 ( 0.0 ) ( 0.0 ) 0 2 ( 5.1 ) 34 ( 3.2 ) 0

洲 本 4 ( 8.2 ) 229 ( 24.3 ) 0 3 ( 7.7 ) 64 ( 6.0 ) 0

県 計 20 ( 40.8 ) 442 ( 47.0 ) 0 17 ( 43.6 ) 816 ( 76.3 ) 0

神 戸 市 15 ( 30.6 ) 139 ( 14.8 ) 0 12 ( 30.8 ) 124 ( 11.6 ) 0

姫 路 市 6 ( 12.2 ) 106 ( 11.3 ) 0 3 ( 7.7 ) 69 ( 6.5 ) 0

尼 崎 市 5 ( 10.2 ) 52 ( 5.5 ) 0 4 ( 10.3 ) 43 ( 4.0 ) 0

明 石 市 2 ( 4.1 ) 198 ( 21.0 ) 0 2 ( 5.1 ) 16 ( 1.5 ) 0

西 宮 市 1 ( 2.0 ) 4 ( 0.4 ) 0 1 ( 2.6 ) 1 ( 0.1 ) 0

市 計 29 ( 59.2 ) 499 ( 53.0 ) 0 22 ( 56.4 ) 253 ( 23.7 ) 0

合 計 0 0

※平成30年４月に中核市へ移行

２０１９年

件数（％） 患者数（％）

平成３０年

件数（％） 患者数（％）

49 941 39 1,069

※ ※

14



表８　ブロック別発生件数（過去１０年間）

22 23 24 25 26 27 28 29 30 2019 合　計

芦 屋 1 1

宝 塚 1 4 2 1 1 1 1 2 13

伊 丹 1 5 3 4 1 2 2 1 1 20

小 計 3 9 5 4 1 3 3 1 2 3 34

加 古 川 5 3 1 1 2 2 1 15

明 石 2 1 1 1 1 2 1 3 ※ 12

小 計 2 6 3 2 1 2 4 1 5 1 27
北播

磨ﾌﾞﾛｯ
ｸ

加 東 1 5 2 1 1 4 6 6 3 29

福崎（中播磨） 1 1 2

龍 野 5 5 1 2 1 1 1 1 17

赤 穂 4 1 1 1 1 8

小 計 9 6 1 3 2 1 1 1 1 2 27

豊 岡 3 3 4 3 3 6 1 1 1 2 27
朝 来 1 1 3 2 2 2 1 1 13

小 計 4 4 7 3 3 8 3 3 2 3 40

丹  波
ﾌﾞﾛｯｸ

丹 波 2 2 2 1 2 9

淡  路
ﾌﾞﾛｯｸ

洲 本 7 2 2 3 2 2 4 3 25

28 32 22 16 10 22 18 6 20 17 191

26 12 14 16 17 16 10 15 15 12 153

6 4 5 5 4 5 5 5 6 3 48

1 3 4 3 6 9 3 5 4 38

※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 2 2 4

5 3 2 2 2 3 1 1 19

37 20 24 25 24 29 26 26 29 22 262

65 52 46 41 34 51 44 32 49 39 453

※平成30年４月に中核市へ移行

尼崎市

市　計

明石市

西播
磨

ﾌﾞﾛｯｸ

但　馬
ﾌﾞﾛｯｸ

東播
磨

ﾌﾞﾛｯｸ

阪　神
ﾌﾞﾛｯｸ

合　計

県　計

神戸市

姫路市

西宮市
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　表９　原因食品別発生状況（件数）

件数 （％） 件数 （％） 件数 （％） 件数 （％） 件数 （％） 件数 （％） 件数 （％）
フ　　グ 1 5.9 0.0 0.0 1 25.0 0.0 0.0 2 5.1
貝　 類 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0
その他 0.0 1 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 1 2.6

0.0 1 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 1 2.6
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

1 5.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1 2.6
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1 100.0 1 2.6

すし類 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0
料　 理 会席・定食 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0
弁当類 仕出・弁当 5 29.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5 12.8

集団給食 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0
2 11.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2 5.1
8 47.1 10 83.3 3 100.0 3 75.0 2 100.0 0.0 26 66.7

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0
17 100.0 12 100.0 3 100.0 4 100.0 2 100.0 1 100.0 39 100.0

　表１０　原因食品別発生状況（患者数）

患者数 （％） 患者数 （％） 患者数 （％） 患者数 （％） 患者数 （％） 患者数 （％） 患者数 （％）
フ　  グ 1 0.1 0.0 0.0 1 2.3 0.0 0.0 2 0.2
貝　 類 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0
その他 0.0 4 3.2 0.0 0.0 0.0 0.0 4 0.4

0.0 3 2.4 0.0 0.0 0.0 0.0 3 0.3
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

16 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16 1.5
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1 100.0 1 0.1

すし類 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0
料　 理 会席・定食 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0
弁当類 仕出・弁当 570 69.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 570 53.3

集団給食 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0
31 3.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 31 2.9

198 24.3 117 94.4 69 100.0 42 97.7 16 100.0 0.0 442 41.3
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

816 100.0 124 100.0 69 100.0 43 100.0 16 100.0 1 100.0 1,069 100.0

明石市

計

魚介類

原因食品
県関係 神戸市 姫路市 尼崎市 西宮市明石市

計

魚介類

菓　子　類
きのこ類

複合調理食品
そ　の　他

神戸市 姫路市 尼崎市 西宮市

肉類及びその加工品
卵類及びその加工品
乳類及びその加工品
穀類及びその加工品
野菜類及びその加工品

複合調理食品

不　　　明
計

肉類及びその加工品
卵類及びその加工品
乳類及びその加工品

原因食品
県関係

不　　　明
計

穀類及びその加工品
野菜類及びその加工品

菓　子　類
きのこ類

そ　の　他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

患者数

件数

図９ 原因食品別発生状況

フグ

魚介類その他

肉類及びその加工品

野菜類及びその加工品

きのこ類

仕出・弁当

複合調理食品

そ の 他
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 表１１　病因物質別発生状況（件数）

件数 （％） 件数 （％） 件数 （％） 件数 （％） 件数 （％） 件数 （％） 件数 （％）

サルモネラ属菌 0.0 1 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 1 2.6

ぶどう球菌 2 11.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2 5.1

カンピロバクター 3 17.6 5 41.7 1 33.3 2 50.0 1 50.0 0.0 12 30.8

腸管出血性大腸菌 0.0 1 8.3 0.0 0.0 1 50.0 0.0 2 5.1

ノロウイルス 10 58.8 3 25.0 2 66.7 1 25.0 0.0 0.0 16 41.0

その他のウイルス 0.0 1 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 1 2.6

植物性 1 5.9 0.0 0.0 0.0 0.0 1 100.0 2 5.1

動物性 1 5.9 0.0 0.0 1 25.0 0.0 0.0 2 5.1

その他 クドア 0.0 1 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 1 2.6

17 100.0 12 100.0 3 100.0 4 100.0 2 100.0 1 100.0 39 100.0

 表１２　病因物質別発生状況（患者数）

患者数 （％） 患者数 （％） 患者数 （％） 患者数 （％） 患者数 （％） 患者数 （％） 患者数 （％）

サルモネラ属 0.0 10 8.1 0.0 0.0 0.0 0.0 10 0.9

ぶどう球菌 31 3.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 31 2.9

カンピロバクター 60 7.4 42 33.9 45 65.2 18 41.9 9 56.3 0.0 174 16.3

腸管出血性大腸菌 0.0 3 2.4 0.0 0.0 7 43.8 0.0 10 0.9

ノロウイルス 708 86.8 41 33.1 24 34.8 24 55.8 0.0 0.0 797 74.6

その他のウイルス 0.0 24 19.4 0.0 0.0 0.0 0.0 24 2.2

植物性 16 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1 100.0 17 1.6

動物性 1 0.1 0.0 0.0 1 2.3 0.0 0.0 2 0.2

その他 クドア 0.0 4 3.2 0.0 0.0 0.0 0.0 4 0.4

816 100.0 124 100.0 69 100.0 43 100.0 16 100.0 1 100.0 1,069 100.0計

自然毒

自然毒

細菌

ｳｲﾙｽ

病因物質
尼崎市 西宮市

計

病因物質

明石市

明石市

細菌

ｳｲﾙｽ

計県関係

計県関係 神戸市 姫路市

神戸市 西宮市姫路市 尼崎市

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

患者数

件数

図１０ 原因物質別発生状況

サルモネラ属菌

ぶどう球菌

カンピロバクター

腸管出血性大腸菌

ノロウイルス

その他のウイルス

植物性

動物性

クドア
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表１３　原因食品、病因物質別発生状況

件
数

患
者
数

件
数

患
者
数

件
数

患
者
数

件
数

患
者
数

件
数

患
者
数

件
数

患
者
数

件
数

患
者
数

件
数

患
者
数

件
数

患
者
数

件
数

患
者
数

フグ 2 2 2 2

貝類 0 0

その他 1 4 1 4

1 3 1 3

0 0

0 0

0 0

1 16 1 16

0 0

1 1 1 1

すし類 0 0

料　理 会席・定食 0 0

弁当類 仕出・弁当 5 570 5 570

集団給食 0 0

2 31 2 31

1 10 12 174 1 7 11 227 1 24 26 442

0 0

1 10 2 31 12 174 2 10 16 797 1 24 2 17 2 2 1 4 39 1,069

表１４　月別、病因物質別発生状況

件
数

患
者
数

件
数

患
者
数

件
数

患
者
数

件
数

患
者
数

件
数

患
者
数

件
数

患
者
数

件
数

患
者
数

件
数

患
者
数

件
数

患
者
数

件
数

患
者
数

5 149 1 4 6 153

1 3 4 521 5 524

4 32 2 41 1 1 7 74

3 53 3 53

1 10 1 15 1 4 1 7 1 18 5 54

2 24 1 15 3 39

1 9 1 16 2 25

0 0

1 16 2 52 3 68

0 0

1 24 1 1 2 25

2 53 1 1 3 54

1 10 2 31 12 174 2 10 16 797 1 24 2 17 2 2 1 4 39 1,069

ウイルス その他

細菌性 ウイルス

クドア

クドア

その他

ノロウイ
ルス

腸管出
血性大
腸菌

カンピ
ロバク
ター

卵類及び　 　〃

穀類及び　 　〃

野菜類及び　〃

原因食品

魚介類

計

病因物質

動物性
サルモネ
ラ属菌

ぶどう球菌

自然毒

計

不明

菓子類

計

複合調理食品

その他

肉類及びその加工品

動物性
病因物質

カンピ
ロバク
ター

７月

乳類及び　 　〃

きのこ類

１月

２月

５月

６月

３月

４月

月

８月

計

９月

１０月

１１月

１２月

腸管出
血性大
腸菌

細菌性

その他の
ウイルス

ノロウイ
ルス

植物性

植物性

その他の
ウイルス

自然毒

サルモネ
ラ属菌

ぶどう球菌
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　表１５　原因施設別発生状況（件数）

件数 （％） 件数 （％） 件数 （％） 件数 （％） 件数 （％） 件数 （％） 件数 （％）

1 5.9 0.0 0.0 1 25.0 0.0 1 100.0 3 7.7

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

飲食店 7 41.2 10 83.3 3 100.0 3 75.0 2 100.0 0.0 25 64.1

旅　 館 2 11.8 1 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 3 7.7

仕出・弁当 5 29.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5 12.8

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

2 11.8 1 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 3 7.7

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

17 100.0 12 100.0 3 100.0 4 100.0 2 100.0 1 100.0 39 100.0

　表１６　原因施設別発生状況（患者数）

患者数 （％） 患者数 （％） 患者数 （％） 患者数 （％） 患者数 （％） 患者数 （％） 患者数 （％）

1 0.1 0.0 0.0 1 2.3 0.0 1 100.0 3 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

飲食店 181 22.2 79 63.7 69 100.0 42 97.7 16 100.0 0.0 387 36.2

旅　 館 32 3.9 24 19.4 0.0 0.0 0.0 0.0 56 5.2

仕出・弁当 570 69.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 570 53.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

32 3.9 21 16.9 0.0 0.0 0.0 0.0 53 5.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

816 100.0 124 100.0 69 100.0 43 100.0 16 100.0 1 100.0 1069 100.0

病院給食

学校（寄宿舎等）

事業所給食

集団給食（その他）

計

家 　庭

原因施設
県関係 神戸市 姫路市 明石市尼崎市 西宮市

飲
食
店

製造所・販売所

学校（寄宿舎等）

県関係 神戸市 姫路市 尼崎市

家 　庭

病院給食

計

原因施設

その他

不　　明

西宮市 計明石市

不　　明

計

集団給食（その他）

飲
食
店

製造所・販売所

その他

事業所給食

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

患者数

件数

図１１ 原因施設別発生状況

家庭

飲食店

旅 館

仕出・弁当

その他
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表１７　摂食場所別発生状況（件数）

件数 （％） 件数 （％） 件数 （％） 件数 （％） 件数 （％） 件数 （％） 件数 （％）

家庭 3 17.6 0.0 0.0 1 25.0 0.0 1 100.0 5 12.8

病院 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

学校 1 5.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1 2.6

事業所 3 17.6 1 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 4 10.3

社会福祉施設等 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

飲食店 6 35.3 10 83.3 3 100.0 3 75.0 2 100.0 0.0 24 61.5

旅館 2 11.8 1 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 3 7.7

その他 2 11.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2 5.1

不明 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

計 17 100.0 12 100.0 3 100.0 4 100.0 2 100.0 1 100.0 39 100.0
注：１事件に係る摂食場所が2カ所以上に及ぶ場合は、患者の最も多くが摂取した施設等の欄に計上。

表１８　摂食場所別発生状況（患者数）

患者数 （％） 患者数 （％） 患者数 （％） 患者数 （％） 患者数 （％） 患者数 （％） 患者数 （％）

家庭 44 5.4 0.0 0.0 1 2.3 0.0 1 100.0 46 4.3

病院 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

学校 16 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16 1.5

事業所 509 62.4 21 16.9 0.0 0.0 0.0 0.0 530 49.6

社会福祉施設等 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

飲食店 166 20.3 79 63.7 69 100.0 42 97.7 16 100.0 0.0 372 34.8

旅館 32 3.9 24 19.4 0.0 0.0 0.0 0.0 56 5.2

その他 49 6.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 49 4.6

不明 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0 0.0

計 816 100.0 124 100.0 69 100.0 43 100.0 16 100.0 1 100.0 1,069 100.0
注：１事件に係る摂食場所が2カ所以上に及ぶ場合は、患者の最も多くが摂取した施設等の欄に計上。

計

計尼崎市姫路市 西宮市

姫路市 西宮市尼崎市

明石市

明石市
摂食場所

摂食場所
県関係 神戸市

県関係 神戸市

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

患者数

件数

図１２ 摂食場所別発生状況

家庭

学校

事業所

飲食店

旅館

その他
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表１９　過去１０年間のフグ中毒の年次別・月別発生状況（上段：件数、下段：患者数）

月
年次

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

0

0

1 1 1 3

1 2 1 4

2 1 3

5 1 6

1 1

1 1

1 1 1 3

2 1 1 4

1 1

2 2

1 1 2

1 1 2

2 2 2 1 1 2 0 0 1 2 1 2 16

5 2 2 1 2 3 0 0 1 3 1 2 22

（　）死者数再掲

125 6 7 81 3 4
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計
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計

2019
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9 10 112
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発生件数患者数

平成

図１３ フグ中毒による年次別発生状況（件数、患者数）

年

(1)

患者数＋ 死者数（患者数に含む） 発生件数

(1)

(1)(1)
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平成 31年２月に龍野保健所管内で発生した 

飲食店ノロウイルス食中毒事件に係る詳報 

 

Ⅰ 食中毒発生の概要 

 １ 発生年月日 

   平成 31 年２月８日 

 

 ２ 発生場所 

   事業所、家庭等 

 

 ３ 原因食品等を摂取した者の数 

   ①平成 31年２月７日の弁当を摂食した者の数 422 グループ 2,337 人 

   ②   同月  ８日の弁当を摂食した者の数 438 グループ 2,326 人 

   のべ摂食者は上記①②のとおりで（調査票による調査ができなかった者を含む）、原

因食品は事業所等の給食（昼食）弁当であり、２月７日及び８日の両方の弁当を摂食

している者が多かった。 

   そこで、調査票に基づく調査ができた者のうち、①２月７日の弁当のみを摂食した

と回答した 332 人（うち患者 54 人）、②２月７日及び８日の弁当を摂食したと回答し

た 1,386 人（うち患者 375 人）、及び③２月８日の弁当のみを摂食したと回答した者 346

人（うち患者 54 人）、合計 2,064 人（男 1,588 人、女 422 人、不明 54 人）を集計対象

とすることとした。 

   なお、2 月７日及び８日の両方の弁当を摂食している者については、２月７日の弁

当を摂食した時点を摂食日時とした。 

 

 ４ 死者数 

   ０人 

 

 ５ 患者数 

   483 人 

 

 ６ 原因食品等 

   平成 31 年２月７日及び８日に提供された弁当 

 

 ７ 病因物質 

   ノロウイルスGII.2 

 

 

Ⅱ 食中毒発生の探知 

  平成 31 年２月 12 日（火）午前９時頃、管内の医療機関から、「２月９日（土）に嘔

吐、下痢等の消化器症状を呈する複数の患者を診察した。これらの患者は、たつの市内

の事業者TK が調製した弁当を摂食している。」旨の連絡があった。 
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Ⅲ 患者及び死者の状況 

 １ 患者並びに死者の性別及び年齢別の数 

（表１）性別／年齢別患者数 

(歳) 
0 

1～ 

4 

5～ 

9 

10～

14 

15～

19 

20～

29 

30～

39 

40～

49 

50～

59 

60～

69 
70～ 不明 

合計 

(人) 

男（人） 0 3 0 0 3 41 63 101 110 55 16 5 397 

女（人） 0 2 0 0 0 7 13 26 16 13 7 2 86 

合計（人） 0 5 0 0 3 48 76 127 126 68 23 7 483 

割合（％） 0.0 1.0 0.0 0.0 0.6 9.9 15.7 26.3 26.1 14.1 4.8 1.4 - 

 

（表２）性別患者発生割合（発症率） ※性別不明の摂食者 54人を除いて集計 

 摂食者（人） 患者（人） 割合（％） 

男（人） 1,588  397  25   

女（人） 422  86  20   

 

 

 ２ 患者及び死者の発生日時別の数 

  (1) 日時別患者発生状況（表３）（図１、図１①～③） 

日 2/8    2/9    2/10    2/11 

時 0:00~ 6:00~ 12:00~ 18:00~ 0:00~ 6:00~ 12:00~ 18:00~ 0:00~ 6:00~ 12:00~ 18:00~ 0:00~ 

2/7 6 3 5 13 9 8 4 2 2 2 0 0 0 
2/7
＋
2/8 

3 10 29 84 53 44 34 49 16 37 9 7 0 

2/8 0 0 0 0 2 3 9 15 11 8 4 1 1 

合計 9 13 34 97 64 55 47 66 29 47 13 8 1 
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（図１）日時別患者発生状況

2/7のみ摂食した患者

2/7、8両日摂食した患者

2/8のみ摂食した患者
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 ３ 原因食品等を摂取した者の数のうち患者及び死者となった者の数の割合（発症率） 

  （表４） 

 摂食者数（人） 患者数（人） 発症率（%） 

2/7の弁当のみ摂食 332    54    16.3 

2/7及び 2/8の弁当を摂食 1,386    375    27.1 

2/8の弁当のみ摂食 346    54    15.6 

全体 2,064    483    23.4 

 

 

 ４ 患者及び死者の原因食品等の摂取から発病までに要した時間の状況（表５、図２、

図２①～③） 

  （表５）潜伏時間別患者発生状況 

潜伏時間（hr） ～12 ～18 ～24 ～30 ～36 ～42 ～48 ～54 
2/7の弁当のみ摂食 3 4 2 5 17 6 8 5 

2/7及び2/8の弁当を摂食 0 4 9 37 86 48 44 34 
2/8の弁当のみ摂食 2 0 4 9 17 9 8 4 

全体 5 8 15 51 120 63 60 43 

～60 ～66 ～72 72～ 平均 
1 1 2 0 36.4 

46 18 37 12 45.3 
1 0 0 0 35.5 

48 19 39 12 43.2 

6

3
5

13

9 8

4
2 2 2

0

4

8

12

16

（図１①）2/7の弁当のみ摂食した患者
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（図１②）2/8の弁当のみ摂食した患者
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（図２②）2/8の弁当のみ摂食した患者

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５ 患者並びに死者の症状及び症状別の数 

   （表６）発症状況（全体） 

 症状 下痢 嘔吐 嘔気 発熱 倦怠感 腹痛 臥床 

 発症者（人） 421 301 299 229 228 195 192 

 発顕率（％） 87.2 62.3 61.9 47.4 47.2 40.4 39.8 

 

 症状 悪寒 脱力感 頭痛 あい気 戦慄 眼症状 その他 

 発症者（人） 188 140 127 63 63 17 51 

 発顕率（％） 38.9 29.0 26.3 13.0 13.0 3.5 10.6 
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（図２③）2/7及び2/8の弁当を摂食した患者
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（図２①）2/7の弁当のみ摂食した患者
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（図２）潜伏時間別患者発生状況（全体）

2/7の弁当のみ摂食した患者

2/7及び2/8の弁当を摂食した患者

2/8の弁当のみ摂食した患者
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   ①下痢の状況 

 下痢回数 1～2 3～4 5～6 7～8 9～10 11～ 不明 計 平均 

 人数（人） 80 109 82 33 55 25 37 421 
6.1回 

 割合(％) 19.0 25.9 19.5 7.8 13.1 5.9 8.8 - 

 

   ②嘔吐の状況 

 嘔吐回数 1～2 3～4 5～6 7～8 9～10 11～ 不明 計 平均 

 人数（人） 123 81 52 14 23 8 0 301 
4.0回 

 割合(％) 40.9 26.9 17.3 4.7 7.6 2.7 - - 

 

   ③発熱の状況 

 
発熱温度 
（℃） 

37.0 
～37.4 

37.5 
～37.9 

38.0 
～38.4 

38.5 
～38.9 

39.0 
～39.4 

39.5 
～39.9 

40.0～ 不明 計 平均 

 
人数
（人） 

50 59 71 28 15 4 2 0 229 
37.9℃ 

 割合(％) 21.0 24.8 29.8 11.7 6.6 1..7 0.8 - - 

 

 

Ⅳ 原因食品等及び汚染経路 

 １ 原因食品等を特定するまでの経過及び特定の理由 

   平成 31 年２月 12 日（火）、管内の医療機関から上記Ⅱのとおり連絡を受けた。 

   当該医療機関において、検便のノロウイルス簡易検査を実施しており、検査した４

名全員が陽性であった旨も併せて情報提供を受けた。 

   TK は、事業場（事業所、保育所、福祉施設等）、学校、個人宅等に対して、主に昼

食弁当を提供しており、平日は約 2,300～2,500 食を調製・配達していた。 

   加えて、土曜・日曜・祝日についても 500～1,000 食程度を提供しており、９日（土）

は 766 食、11 日（月祝）は 556食を提供していた。 

   更に、探知時点ですでに配達済であった 12 日（火）の弁当については、2,259 食提

供されていた。 

   これら５日間に TK が提供した弁当を摂食した者に対して、症状調査、喫食調査、

遡り喫食状況調査、行動調査、検便検査等を実施した。 

   なお、調査対象者は、２月７日（木）又は８日（金）の弁当摂食者については全員

とし、２月９日（土）、11 日（月祝）及び 12 日（火）の弁当摂食者については、２月

７日（木）又は８日（金）の弁当を摂食していない者とした。 

   TK に対しては、施設への立ち入り調査、調理従事者への聞き取り調査、検便調査等

を実施した。 

   最終的な症例定義は次のとおりとし、患者の状況についてはⅢのとおりであった。 

    症例定義 ： TK の弁当を摂食した者であって、最初の摂食日の翌日 0:00 から

３日後の 24:00 までの間に、下痢又は嘔吐を 1回以上呈した者 

   なお、２月９日（土）、11 日（祝月）、12 日（火）の調査対象者における症例定義に

合致する患者の発生状況は、それぞれ、0/53（0%）、1/97（1.0%）、3/157（1.9%）であ
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り、２月７及び８日の患者発生率と大きく異なっていた。 

   患者及び調理従事者の検便からは、ノロウイルスGII.2 が検出された。（詳細は、Ⅴ、

Ⅵのとおり。） 

   これらの状況から、TK が 2 月７日及び８日に提供した弁当が原因であると特定し

た。 

 

 ２ 原因食品等の汚染経路 

  (1) 内容 

    ①２月７日の弁当 

     春雨サラダ、おから、焼肉風コロッケ、しゅうまい、ハムステーキ、 

     マカロニのツナあえ、ほうれんそうのおひたし、昆布と豆の煮物、漬物、 

     たきこみごはん 

    ②２月８日の弁当 

     ごぼう天、こんにゃく煮、さんま煮、メンマ、スパゲティ、ブロッコリー、 

     ハンバーグ、鶏唐揚げ、ポテトサラダ、漬物、ごはん 

  (2) 入手経過 

    別紙１「原材料仕入状況調査票」のとおり 

  (3) 調理、製造、加工等の方法及び摂取までの経過 

    別紙２「調理・製造加工等の方法及び摂取までの経過調査票」及び別紙３「従事

者担当業務等聞取り結果表」のとおり 

  (4) 汚染経路の追求 

    施設従事者Ａ～Ｚ26 人中、24人に検便を実施し、４人（Ｊ、Ｑ、Ｓ、Ｙ。うち調

理従事はＪ、Ｓ、Ｙ）からノロウイルスを検出したこと、仕入状況、調理状況等か

ら、原材料そのもののノロウイルス汚染ではなく、調理従事者による二次汚染が原

因であると考えられた。 

    ノロウイルス陽性の従事者のうち、Ｊ、Ｙは、本人、家族とも消化器症状を呈し

てしていなかったが、盛付工程に携わっていた。Ｑについては、弁当の配達を担当

していた。 

    従事者Ｓについては、２月９日頃から嘔吐、発熱（38℃）の症状を呈しており、

炊飯（加熱調理前）及び配達を担当していた。 

    また、これら４人を含む従事者のほぼ全員が、当該弁当を摂食していた。 

    盛付作業については、手袋を着用することとしていたが、着用方法、交換頻度・

タイミングは定められていなかった。 

    これらの状況から、２月７日のハムステーキ、マカロニのツナあえ、昆布と豆の

煮もの、２月８日のスパゲティ、ハンバーグ、漬物が原因食品として疑われ、生活

衛生情報管理システムを用いて疫学的な分析を実施したが、有意差は見られなかっ

た。（別紙４「メニュー別有意差検定」のとおり） 

    以上から、ノロウイルスに不顕性感染した調理従事者を介した食品の二次汚染が

原因であると推定された。 

 

 

Ⅴ 原因施設 

 １ 原因施設の給排水の状況その他衛生状況 
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   当該施設においては、調理には水道水（上水道）、弁当容器の洗浄、施設洗浄等には

井戸水が使用されていた。井戸水については、作業前に残留塩素濃度の測定を実施し、

記録していた。 

   便所は２か所あり、１か所については独立した手洗い・消毒設備があったが、非常

に小さなものであり、温湯の供給はなく、十分に手洗いができる状況ではなかった。

別の１か所については、ロータンクを手洗い設備としており、これについても十分な

手洗いができる状況ではなかった。 

   また、便所内に目立った汚れは確認されなかったものの、清掃頻度・担当者の定め、

清掃記録もなかった。 

   毎日の個人衛生チェックについては、一部従事者の記入欄がない、具体的なチェッ

ク項目がない等、管理ができているとは言えない状況であった。 

   また、調理作業時には手袋を着用するとしていたものの、文書化された規定はなく、

前述のとおり、着用方法や交換頻度・タイミングについて特に決められておらず、従

事者個人の判断に委ねられていた。 

   なお、調理従事前の手洗いについて、大多数の者が石けんを使用せず、短時間（数

秒程度）水で流すのみであったことが事件断定後の衛生教育において判明した。 

 

 ２ 原因施設の従業員の健康状態 

   原材料の解凍等仕込み作業を実施していた２月６日から８日の調理作業中までの間

において、従事者に消化器症状を呈した者はいなかった。 

   ２月９日に嘔吐、発熱等を呈した従事者１人（Ｓ）については、毎日まかないを喫

食していることから、当該弁当を喫食したことによる感染を否定できなかった。 

 

 

Ⅵ 病因物質 

 １ 微生物学的若しくは理化学的試験又は動物を用いる試験による調査結果 

   別紙５「食中毒に関する検査実施報告書」のとおり 

   なお、検便の細菌検査用の検体も確保していたが、ノロウイルス検査の結果が先行

して判明したため、検査は実施しなかった。 

 

 ２ 病因物質を特定するまでの経過及び特定の理由 

   患者検便 12 検体中 11 検体から、従事者 24 人中４人（うち、調理従事者３人）か

ら、ノロウイルスGII.2 を検出した。また、患者の発症状況はⅢの２～４のとおりであ

り、ノロウイルス感染時の特徴と一致していた。 

   以上から、病因物質はノロウイルスGII.2 と特定した。 

 

 

Ⅶ 都道府県知事等が講じた処分その他の措置の内容 

  探知後、TK に対して営業自粛を指導の上、最終的に、平成 31年２月 13日から 17日

まで５日間の営業停止を命じた。 

  営業停止期間中は、施設の洗浄・消毒を実施させるとともに、施設設備の改善指導を

行った。 

  また、大量調理施設における衛生管理マニュアル（以下「大量調理マニュアル」とい
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う。）に基づく衛生管理を実施するよう営業者に指導するとともに、従事者に対する衛生

教育を実施した。 

 

 

Ⅷ 考察 

  本事件については、調理従事者による食品の二次汚染を原因とするノロウイルス食中

毒の典型的な事例であった。 

  医療機関における簡易検査で複数の患者がノロウイルス陽性と判明していたこと、探

知とほぼ同時に TK の弁当を注文している複数の事業所等から寄せられた有症者の発症

状況、感染症発生動向調査において例年と同じ感染性胃腸炎の流行状況を示していたこ

と等から、ノロウイルス食中毒の可能性を視野に入れて調査に着手し、探知の翌日に原

因施設の特定ができ、結果的には速やかな被害拡大防止を図ることができたと言える。 

  しかし、探知～事件断定～最終的な疫学調査の終了という一連の調査の中で判断・調

査が困難だったことが多数あり、これらは次の３つに大別された。 

   【１】ノロウイルス食中毒・事業所給食という性質上の調査の難しさ 

    ① 調理従事者からの二次汚染によるノロウイルス食中毒を疑ったことから、汚

染が複数日に及んでいる可能性があり、調査の対象日をどこまで広げるかの判

断が困難だった。 

    ② 事業所給食弁当という食事の性質上、いつの弁当を誰が摂食しているかを特

定することが困難だった。 

    ③ ②に加え、複数の弁当を摂食している場合のデータ入力処理、潜伏時間の処

理の仕方等の記述疫学上の難しさがあった。 

   【２】営業者自身の管理不備等の問題点 

    ④ TK の弁当の提供先は 400 か所以上、配達は 14 ルートに分かれていた。これ

らは、配達先の略称と食数だけを手書きした紙のメモがルート別に１枚ずつあ

っただけで、正式な名称、所在地、連絡先がリスト化されていなかった。 

      探知時点で、既に紙のメモを持ってその日の弁当を配達に出てしまっていた

ことから、提供先・食数の把握に時間と労力を要した。 

    ⑤ TK に苦情電話が殺到し、当所から連絡が取りにくくなり、また、代表者自ら

が苦情の対応に追われ情報の取りまとめ役が不在となり、施設調査や疫学調査

票作成のための TK への聞取り調査にも時間を要した。 

   【３】保健所における問題点 

    ⑥ 本事件の規模に対し、食品衛生の担当者が４名（食品安全専門官＋担当者）

のみであり、また、食中毒処理に精通した職員が少ない等マンパワーが不足し

ていた。 

    ⑦ 疫学処理の為のシステムの入力が１名しかできない仕様であり、データ処理

のボトルネックとなった。 

 

  【１】について 

   探知～事件断定の間は原因施設の特定による被害拡大防止を主眼に保健所職員によ

る聞取り調査による現場・疫学調査を進め、全容把握は事件断定後とし、調査を２段

階に分けることで迅速な対応ができた。 

   また、最終的な疫学処理については、Ⅲ、Ⅳの１で示したとおり、全容を把握した
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後に摂食状況によって統計処理を分離することで一峰性を示す患者分布となり、単一

暴露の根拠とすることができた。 

  【２】について 

   TK は法人として平成６年から飲食店営業許可を受けているが、実際には家族経営

的な状態であり、提供食数に対して調理従事者が少なかった。事件当時の従事者 26人

の内訳は、調理（専任）７人、配達 12人、容器洗浄４人、事務２人、不明１人であり、

人手が足りないときには配達の担当者が着替えや履物の交換をしないまま盛付けをす

し、また、Ⅴの１で述べたとおり正しい手洗いすらしておらず、衛生管理がずさんで

あったと言わざるを得ない状況だった。 

   また、衛生管理だけでなく、配達先の管理についても④のとおりずさんと言わざる

を得ず、衛生管理においてもそれ以外の管理においても、内部統制がとれていなかっ

た。 

   その結果、TK は、弁当の提供先から複数の有症者がある旨の連絡を当所が探知する

前日の２月 11 日の段階で受けていたが、代表者には伝わらず、当所に報告していなか

った。また、当所が調査に着手した際にも、代表者は「他に苦情は聞いていない」と

報告するに至った。 

   12 日の弁当を原因とする食中毒は発生しなかったが、直ちに報告していれば確実・

迅速に拡大防止を図れたものであり、不要な調査にもつながらなかった。 

   今回、④⑤の記録を含むこれらの問題について改善指導を実施したが、長年営業し

てきたこれまでの状況から鑑みて、一朝一夕に改善が進むとは考えづらく、日常の立

入監視において指導を継続することが重要であると考えられた。 

   また、食品衛生法の改正において、HACCP に基づく／考え方を取り入れた衛生管

理が義務化され、記録の保管が必須となるが、TK のように衛生管理の認識不足にある

事業者においては、紙に記入することだけが目的化する可能性があり、立入監視時の

食品衛生監視員による記録の点検の際、書いてあることだけを確認するだけでは不十

分であり、併せて事業者から記録の内容について詳細に聞取りする必要があると考え

られる。 

   なお、本事件の調査に際しては、④の状況であったことから、事件断定後の拡がり

調査に際しては、保健所職員が直接聞取りしないでも回答が得られるよう平易な表現

を用いた調査票（別紙６）を作成し、TK を通じて配布・回収した。調査票の内容につ

いての問い合わせは特になく、概ね回答が得られたことから、⑥のとおり人員が限ら

れる状況における規模が大きい拡がり調査については、分かりやすい調査票の作成も

効率的な調査に有効であると考えられた。 

  【３】について 

   ⑥、⑦については、探知が平日午前中であったこと、食中毒の処理の経験がある環

境衛生監視員の協力を得られたことなどから、結果的に今回は探知の翌日に原因施設

と断定できるデータを優先的に集め、処理することができたが、必ずしもこの人数で

食中毒発生の都度迅速に対応できるとは限らない。 

   兵庫県食中毒処理要領に定めるとおり、必要に応じ、所内の上記以外の他の職員や

本庁職員の派遣を要請する等、必要な措置を取る必要がある。また、食中毒処理に必

要な疫学の理解、危機管理に必要なリーダーシップと情報収集・処理の訓練等、食品

衛生監視員個人の資質の向上も必要と考えられる。 
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（別紙１）

原材料仕入状況調査票

【2月7日昼食弁当】

メニュー 含まれる材料
仕入月
日時間

仕　入　先
運搬又は保
管の方法

春雨サラダ にんじん 2月6日 マルイ 常温

きくらげ 2月6日 ショッカイ 常温

えび 2月6日 泉平 冷凍→冷蔵

春雨 不明 ショッカイ 常温

おから おから 2月5日 柴原豆腐 冷蔵

にんじん 2月6日 マルイ 常温

ちくわ 2月6日 ショッカイ 冷蔵

スライスしいた
け

不明 ショッカイ 常温

ねぎ 2月6日 マルイ 常温

昆布と豆の煮物 既製品 2月6日 ショッカイ 冷蔵

焼肉風コロッケ 冷凍既製品 2月6日 ショッカイ 冷凍

しゅうまい 冷凍既製品 2月6日 泉平 冷凍

ハムステーキ 冷凍既製品 2月6日 泉平 冷凍

マカロニ 不明 ショッカイ 常温

ツナ缶詰 不明 ショッカイ 常温

ほうれんそうの
おひたし

冷凍ほうれんそ
う

2月6日 泉平 冷凍

コーン缶詰 不明 ショッカイ 常温

漬物 紅しょうが 不明 矢部商店 冷蔵

同上

同上

同上

同上
マカロニのツナ
あえ

同上

同一食品の他系統へ
の販売状況及びその
系統からの発生

探知していない

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上
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（別紙１）

【2月8日昼食弁当】

メニュー 含まれる材料
仕入月
日時間

仕　入　先
運搬又は保
管の方法

ごぼう天 冷凍ごぼう天 2月7日 泉平 冷凍→冷蔵

こんにゃく煮 つきこんにゃく 不明 サンワ商会 常温

冷凍牛肉 不明 ショッカイ 冷凍

さんま煮 冷凍さんま 2月5日 ショッカイ 冷凍

メンマ メンマ水煮 不明 ショッカイ 常温

スパゲティ スパゲティ 不明 ショッカイ 常温

ブロッコリー 冷凍ブロッコリー 2月7日 泉平 冷凍→冷蔵

ハンバーグ 冷凍既製品 2月7日 泉平 冷凍→冷蔵

鶏唐揚げ 冷凍既製品 2月6日 ショッカイ 冷凍

ポテトサラダ 既製品 2月6日 泉平 冷蔵 同上

漬物 既製品 不明 ショッカイ 不明 同上

同上

同上

同上

同上

同上

同一食品の他系統へ
の販売状況及びその
系統からの発生

探知していない

同上

同上

同上
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（別紙２）

調理・製造・加工等の方法及び摂取までの経過調査票

枠内の日付は作業日、アルファベットは調理従事者名
太文字・囲み文字のアルファベットは、検便ノロウイルス陽性者

【2月7日昼食弁当】
春雨サラダ

2/6 Ｆ えび にんじん きくらげ 春雨 調味料

解凍 細切 水戻し

冷蔵庫保管

2/7 Ｒ 茹でる 茹でる 茹でる

乗せる 和える

Ｆ 盛付

おから

2/6 Ｆ おから 人参 ちくわ スライス椎茸 ねぎ

細切 細切 水戻し 洗浄

冷蔵庫保管

2/7 Ｗ 焼く
（オーブン）

加熱・調味

和える

Ｖ 盛付

焼肉風コロッケ

2/7 Ｒ 油揚

Ｚ 盛付

しゅうまい

2/6 Ｋ しゅうまい
解凍（冷蔵庫）

2/7 Ｗ、Ｌ 蒸す

盛付

（別紙２）

ハムステーキ

2/6 Ｋ ハムステーキ
解凍（冷蔵庫）

2/7 Ｒ 油揚

Ｊ 盛付

マカロニのツナあえ

2/7 Ｒ マカロニ ツナ マヨネーズ

茹でる

和える

Ｊ 盛付

ほうれんそうのおひたし

2/6 Ｋ 冷凍ほうれんそう コーン しょうゆ
解凍（冷蔵庫）

2/7 Ｒ 流水解凍 ゆでる

和える

Ｌ 盛付

昆布と豆の煮もの

2/6 Ｙ 盛付

漬物

2/7 Ｗ 盛付

たきこみごはん

2/7 Ｓ コメ 具材

自動 炊飯

Ｆ 混合

自動 盛付
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（別紙２）

【2月8日昼食弁当】
ごぼう天

2/7 Ｆ 冷凍ごぼう天
解凍（冷蔵庫）

2/8 Ｒ 茹でる

Ｌ 盛付

こんにゃく煮

2/7 Ｗ こんにゃく 冷凍牛肉 調味料

水さらし 茹でる

冷蔵保管

2/8 Ｒ 炒める

Ｚ 盛付

さんま煮

2/8 Ｒ 冷凍さんま 調味料

煮る

Ｌ 盛付

メンマ

2/7 Ｆ メンマ水煮

煮る

冷蔵保管

2/8 Ｖ 盛付

スパゲティ

2/7 Ｆ スパゲティ（乾麺） ソース

半分に折る

2/8 Ｒ 茹でる

炒める

Ｊ 盛付

（別紙２）

ブロッコリー

2/7 Ｆ 冷凍ブロッコリー
冷蔵庫で解凍

2/8 Ｗ 茹でる

Ｆ 盛付

ハンバーグ

2/7 Ｆ 冷凍ハンバーグ
冷蔵庫で解凍

2/8 Ｗ 焼く

Ｊ 盛付

鶏唐揚げ

2/8 Ｒ 揚げる

Ｖ 盛付

ポテトサラダ

2/8 Ｆ 盛付

漬物

2/7 Ｋ 開封
冷蔵庫保管

2/7 Ｙ 盛付

ごはん

2/7 Ｓ 洗米

2/8 自動 炊飯

自動 盛付
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（別紙３）

従事者担当業務等聞取り結果表
検便 従事者 まかない 便所の 消化器 担当した作業
ノロ 氏名 の喫食 使用 症状 （2/6） 2/7 2/8

(-) Ａ 2/8のみ有 有 本人、家族とも無弁当箱洗浄 弁当箱洗浄 弁当箱洗浄

(-) Ｂ 有 無 本人、家族とも無配達 配達 配達

(-) Ｃ 有 2/6のみ有 本人、家族とも無弁当フタ閉め、配達 弁当フタ閉め、配達 弁当フタ閉め、配達

(-) Ｄ 2/6、7のみ有 有 本人、家族とも無事務 事務 事務

(-) Ｅ
2/7（おから、春
雨、マカロニ）の
み有

無 本人、家族とも無無し 配達 配達

(-) Ｆ 有 有 本人、家族とも無盛付、翌日の下処理 盛付、翌日の下処理 盛付、翌日の下処理

(-) Ｇ 有 無 本人、家族とも無配達 配達 配達

(-) Ｈ 有 無 本人、家族とも無配達 配達 配達

(-) Ｉ 有 有 本人、家族とも無弁当箱洗浄 弁当箱洗浄 弁当箱洗浄

GII.2 Ｊ 有 有 本人、家族とも無調理（盛付含む） 調理（盛付含む） 調理（盛付含む）

(-) Ｋ 有 有 本人、家族とも無翌日の下処理 翌日の下処理 翌日の下処理

(-) Ｌ 無 2/6、8のみ有 本人、家族とも無盛付、翌日の下処理 盛付、翌日の下処理 盛付、翌日の下処理

(-) Ｍ 無 有 本人、家族とも無弁当箱洗浄 弁当箱洗浄 弁当箱洗浄

(-) Ｎ 有 有 本人、家族とも無弁当箱洗浄 弁当箱洗浄 弁当箱洗浄

(-) Ｏ 有 有 本人、家族とも無配達 配達 配達

(-) Ｐ 2/6、8のみ有 2/6、8のみ有 本人、家族とも無配達、子供用３食盛付 配達、子供用３食盛付 配達、子供用３食盛付

GII.2 Ｑ
2/7（おから、春
雨、マカロニ）の
み有

2/6、7のみ有 本人、家族とも無箱詰め、配達 配達 配達

(-) Ｒ 有 有 本人、家族とも無調理 調理 調理

GII.2 Ｓ 有 有
2/9から嘔吐、発
熱（38℃）症状あ
り

ごはん（炊飯、フタ）、配達 ごはん（炊飯、フタ）、配達 ごはん（炊飯、フタ）、配達

(-) Ｔ 有 有 本人、家族とも無配達、事務 配達、事務 配達、事務

Ｕ 不明 不明
家族（従事者Ｓ）
が消化器症状等

ごはん（フタ）、事務 ごはん（フタ）、事務 ごはん（フタ）、事務

(-) Ｖ 有 有 本人、家族とも無盛付、翌日の下処理 盛付、翌日の下処理 盛付、翌日の下処理

(-) Ｗ 不明 不明 不明 調理、盛付（漬物のみ） 調理、盛付（漬物のみ） 調理、盛付（漬物のみ）

(-) Ｘ 有 有 本人、家族とも無配達 配達 配達

GII.2 Ｙ 有 有 本人、家族とも無配達 盛付（豆）、配達 盛付（漬物、スパゲッティ）、配達

Ｚ 不明 不明 不明 不明 盛付（コロッケのみ） 盛付（こんにゃく煮のみ）
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（別紙４）

メニュー別有意差検定

日付 メニュー
<患者>
食べた(a)

<患者>
食べない(b)

<健康者>
食べた(c)

<健康者>
食べない(d)

χ2 フィッシャー オッズ比 オッズ比下限 オッズ比上限
オッズ比下限
が1を

2/7（木）昼食弁当焼肉風コロッケ 521 51 1045 132 2.171 0.157 1.29 0.919 1.813 超えない

ハムステーキ 502 60 998 146 1.545 0.236 1.224 0.89 1.684 超えない

シュウマイ 496 65 984 158 1.672 0.221 1.225 0.9 1.668 超えない

マカロニのツナあえ 505 58 1017 148 2.085 0.155 1.267 0.918 1.748 超えない

春雨中華サラダ 505 62 1005 158 2.413 0.125 1.281 0.937 1.75 超えない

おから 476 81 930 183 1.007 0.321 1.156 0.871 1.536 超えない

ほうれん草あえもの 496 69 1002 148 0.148 0.757 1.062 0.782 1.441 超えない

昆布と豆の煮物 462 94 891 208 1.01 0.346 1.147 0.877 1.5 超えない

たきこみごはん 516 62 1028 147 1.174 0.308 1.19 0.868 1.631 超えない

漬物（紅しょうが） 428 122 847 219 0.584 0.479 0.907 0.706 1.165 超えない

2/8（金）昼食弁当さんま煮 475 73 908 166 1.317 0.267 1.19 0.884 1.601 超えない

ハンバーグ 480 65 955 147 0.649 0.435 1.137 0.832 1.553 超えない

鶏唐揚げ 489 57 981 136 1.077 0.328 1.189 0.857 1.651 超えない

スパゲティ 477 62 959 135 0.239 0.63 1.083 0.786 1.492 超えない

ブロッコリー 437 92 863 198 0.382 0.581 1.09 0.83 1.432 超えない

ごぼう天 451 80 920 157 0.068 0.823 0.962 0.719 1.288 超えない

こんにゃく煮 448 82 906 168 0.008 0.942 1.013 0.76 1.35 超えない

ポテトサラダ 479 62 974 133 0.107 0.747 1.055 0.766 1.454 超えない

メンマ 416 99 795 219 1.169 0.287 1.158 0.888 1.509 超えない

漬物（柴漬け） 406 116 828 213 0.649 0.43 0.9 0.697 1.162 超えない

ごはん 484 65 994 132 0.005 1 0.989 0.721 1.357 超えない

カレー 37 340 59 605 0.248 0.656 1.116 0.724 1.719 超えない

※網掛けのメニューは、加熱調理以降の工程において、ノロウイルス陽性の調理従事者が関与したメニュー

95％信頼区間
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（別紙５）

ノロウイルス

12 11/12

1 1/1

23 3/23

2 0/2

38 15/38

GII.2

注１　　品名については、糞便、吐物、血液（発症者、非発症者別に）、食品（保存食、食品残さ別に）、器具、手指等に区分し記載のこと。
注２　　検査結果については、陽性件数／検体数を記載すること。

食中毒に関する検査実施報告書
龍野保健所

品名
項目

検体数
微　生　物 化　学

検査機関

糞便（発症者） 県立健康科学研究所

糞便（従事者・発症） 県立健康科学研究所

糞便（従事者・非発症） 県立健康科学研究所

食品（保存食） 県立健康科学研究所

備　　考　　（血清型
等）

合　　計
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 「         」の弁当を原因とするノロウイルス食中毒事件が発生しました。 

 お手数をおかけしますが、原因究明と再発防止に資するため、調査にご協力いただきますようお願いし

ます。 

食中毒調査票 

お 名 前  お勤め先  

性 別 男  ・  女 ご 住 所         市・町 

生年月日 大・昭・平   年   月   日 年 齢 満    才 

電話番号 （日中連絡が取れる番号を教えてください）： 

 

食べたものについてお伺いします 

２月７日（木）のお弁当について ２月８日（金）のお弁当について 

①２月７日のお弁当を食べましたか？ 

  → はい ・ いいえ 

②２月８日のお弁当を食べましたか？ 

  → はい ・ いいえ 

②２月７日のお弁当を食べた方 

 何時頃に食べましたか？：  時  分頃 
②２月８日のお弁当を食べた方 

 何時頃に食べましたか？：  時  分頃 
③２月７日のお弁当を食べた方 
  食べたもの   ：○ 
  食べていないもの：× 
  覚えていない  ：△ 

 
 
 
 
 

 

③２月８日のお弁当を食べた方 
  食べたもの   ：○ 
  食べていないもの：× 
  覚えていない  ：△ 

 

 

２月７日・８日のお弁当を食べた後、数日の間の体調についてお伺いします 

①龍野給食のお弁当を食べた後に、体調がおかしいと感じることはありましたか？ 

  → いいえ ・ はい：最初に感じたのは：  月  日  時  分頃 

             最初はどんな症状：吐き気・嘔吐・下痢 

                      その他（            ） 

②体調が悪くなった方は、どんな症状がありましたか？○をつけてください。 

  下痢…どんな下痢ですか？：水のような下痢・うんちが普段よりやわらかい・ 

              その他の便（               ） 

     何回ぐらい下痢しましたか？：    回 

  熱…    ℃ぐらい・計っていないが熱っぽい 

  吐き気・寒け・嘔吐（   回ぐらい吐いた）・だるさ・便が出そうで出ない・ 

  しびれ・寝込んだ・げっぷが続く・頭痛・身ぶるい・お腹が痛い・脱力感・ 

  ひきつけ・眼の調子が悪い・その他（                ） 

体調がおかしいな、と感じてから、病院やクリニックを受診しましたか？ 

  → いいえ ・ はい（受診したのは    市・町の            ） 

収集した個人情報については、食中毒事件の原因究明・再発防止の目的以外には使用しません。 
 

 

 

 コロッケ・ハムステーキ・シュウマイ・ 

 マカロニのツナあえ・春雨中華サラダ・ 

 おから・ほうれん草あえもの・ 

 昆布と豆の煮物・たきこみごはん・漬物 

 さんま煮・ハンバーグ・鶏唐揚げ・ 

 スパゲティ・ブロッコリ・ごぼう天・ 

 こんにゃく煮・ポテトサラダ・メンマ・ 

 ごはん・漬物 

ご不明な点は、龍野健康福祉事務所（龍野保健所）へお願いします。 
電話：０７９１－６３－５１４４ FAX：０７９１－６３－９２３４ 

（別紙６） 
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 この度、「有限会社 龍野給食」の弁当を原因とするノロウイルス食中毒事件が発生したところですが、

２月９日から 12 日までの間に提供された弁当まで調査を拡大しているところです。 

 お手数をおかけしますが、原因究明と事件の範囲の特定のため、調査へのご協力をお願いいたします。 

 

食中毒調査票 

お 名 前  お勤め先  

性 別 男  ・  女 

お 住 ま い の 

ご 住 所 

（○をつけて

く だ さ い ） 

たつの市・太子町・佐用町・宍粟市・ 

赤穂市・相生市・上郡町・ 

姫路市・その他（      ） 

生 年 月 日 大・昭・平   年   月   日 年 齢 満    才 

電話番号※ （日中連絡が取れる番号を教えてください）： 

※電話番号は、お勤め先のご了承が得られれば、お勤め先の番号でもかまいません。 
 

いつの弁当を食べたか、お伺いします。 

２月９日（土）の龍野野給食の弁当を食べましたか？ 

→ いいえ ・ はい（ AM・PM   時  分頃） 

２月 11 日（月・祝）の龍野給食の弁当を食べましたか？ 

→ いいえ ・ はい（ AM・PM   時  分頃） 

２月 12 日（火）の龍野給食の弁当を食べましたか？ 

→ いいえ ・ はい（ AM・PM   時  分頃） 

 

２月９日・11 日・12 日のお弁当を食べた後、数日の間の体調についてお伺いします 

①龍野給食のお弁当を食べた後に、体調がおかしいと感じることはありましたか？ 

  → いいえ ・ はい：最初に感じたのは：  月  日  時  分頃 

             最初はどんな症状：吐き気・嘔吐・下痢 

                      その他（            ） 

②体調が悪くなった方は、どんな症状がありましたか？○をつけてください。 

  下痢…どんな下痢ですか？：水のような下痢・うんちが普段よりやわらかい・ 

              その他の便（               ） 

     何回ぐらい下痢しましたか？：    回 

  熱…    ℃ぐらい・計っていないが熱っぽい 

  吐き気・寒け・嘔吐（   回ぐらい吐いた）・だるさ・便が出そうで出ない・ 

  しびれ・寝込んだ・げっぷが続く・頭痛・身ぶるい・お腹が痛い・脱力感・ 

  ひきつけ・眼の調子が悪い・その他（                ） 

体調がおかしいな、と感じてから、病院やクリニックを受診しましたか？ 

  → いいえ ・ はい（受診したのは    市・町の            ） 

収集した個人情報については、食中毒事件の原因究明・再発防止の目的以外には使用しません。 
 

 

 

ご不明な点は、龍野健康福祉事務所（龍野保健所）へお願いします。 
電話：０７９１－６３－５１４４ FAX：０７９１－６３－９２３４ 
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地区の祭礼で発生した黄色ブドウ球菌による食中毒事例について 

 

朝来健康福祉事務所 

１ 食中毒発生の概要 

（１）発生年月日   令和元年９月２９日（日） 
（２）発生場所    兵庫県朝来市 
（３）摂食者数     １１９人  
（４）患 者 数    １６人 （男 ６人 女 １０人） 
（５）死 者 数        ０人 
（６）原因食品    ちらし寿司 
（７）病因物質    黄色ブドウ球菌 
（８）原因施設    公民館 
 
２ 食中毒発生の探知 

「９月２９日（日）に地区の祭礼にて昼食を喫食した住民が、９月３０日（月）午後６

時４０分以降、腹痛、下痢、嘔吐等の食中毒症状を呈し、同日午後８時時点で１１人が同

様の症状を呈していることを確認した。」と、令和元年１０月１日（火）９時頃、朝来市

内の住民から、朝来健康福祉事務所へ申し出があった。 

 
３ 患者の状況 

（１）性、年齢別患者数 

年齢 計 0 1～4 5～9 
10～

14 

15～

19 

20～

29 

30～

39 

40～

49 

50～

59 

60～

69 
70～ 不明 

男 6 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 2 0 

女 10 0 0 0 1 0 0 2 1 1 4 1 0 

計 16 0 0 0 1 0 0 2 1 2 7 3 0 

率[%] 100 0 0 0 6.25 0 0 12.5 6.25 12.5 43.75 18.75 0 

 
（２）日時別患者数 

日付 計 0 時～ 4 時～ 8 時～ 12 時～ 16 時～ 20 時～ 

9 月 29 日 4 0 0 0 0 2 2 

9 月 30 日 12 2 0 1 6 3 0 

 
（３）潜伏時間別患者発生数 
   平均潜伏時間 ３時間７分 

時間 0～ 1～ 2～ 3～ 4～ 5～ 6～ 7～ 

人員 0 1 6 5 3 0 0 1 
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（４）症状 
症状 下痢 発熱 嘔気 悪寒 嘔吐 倦怠感 裏急重後 麻痺 

発症者 14 1 10 3 9 8 1 1 

率[%] 87.5 6.25 62.5 18.75 56.25 50 6.25 6.25 

症状 臥床 あい気 頭痛 戦慄 腹痛 脱力感 痙攣 眼症状 

発症者 3 3 2 2 6 7 0 0 

率[%] 18.75 18.75 12.5 12.5 37.5 43.75 0 0 

 
（５）患者（１６人）の症状の詳細 

下痢 

回数 
症状

なし 

症状あり 

1～2 3～4 5～6 7～8 9～10 11～12 13～ 不明 計 平均 

人員 2 2 6 3 1 0 0 2 0 14 6.57 

率[%] - 14.29 42.86 21.43 7.14 0 0 14.29 0 100 - 

嘔吐 

回数 
症状

なし 

症状あり 

1～2 3～4 5～6 7～8 9～10 11～12 13～ 不明 計 平均 

人員 7 2 2 2 1 1 0 1 0 9 7.56 

率[%] - 22.22 22.22 22.22 11.11 11.11 0 11.11 0 100 - 

発熱 

度数 
症状

なし 

症状あり 

36.5

～ 

37.0

～ 

37.5

～ 

38.0

～ 

38.5 

～ 

39.0 

～ 

39.5

～ 
不明 計 平均 

人員 15 0 0 1 0 0 0 0 0 1 37.9 

率[%] - 0 0 100 0 0 0 0 0 100 - 

 
４ 原因食品及びその汚染経路 

（１）摂取状況 
    摂食者１１９人のうち、調査ができた者は１０１人であった。うち患者は１６人で

あった。 
（２）汚染経路の追求 

Ⓐ有症者に共通する飲食物はちらし寿司以外にないこと、Ⓑちらし寿司及び有症者

糞便から黄色ブドウ球菌（エンテロトキシン産生性Ａ型及びＣ型、エンテロトキシン

遺伝子Ａ及びＣ、コアグラーゼⅦ型）が検出されたこと、Ⓒ有症者の症状が類似して

いること、Ⓓ潜伏時間が黄色ブドウ球菌によるものと一致したことから、ちらし寿司

が原因と特定した。 
ちらし寿司は、地区の祭礼において、地区住民が公民館にて調理したものであった。

当該公民館の調理室は衛生的で、手洗い設備及び手指の消毒設備が備わっており、ま

た、随時、アルコールスプレーにより消毒も行っていた。しかし、シンクと手洗い設

備の使い分けはされておらず、また、調理従事者の健康チェック（手荒れや手指の傷

の有無、発熱の有無等）を行っていなかった。 
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パック詰めしたちらし寿司に錦糸卵等をトッピングする際は、使い捨て手袋を着用

していたが、その他の作業時は本人の判断に任されており、ほとんどの調理従事者は

使い捨て手袋を着用していなかったことから、調理従事者の手指を介してちらし寿司

を汚染したと考えられた。 
 
５ 食品取扱施設及び調理従事者 

（１）食品取扱い施設の衛生状況 
ア 整理整頓されており、非常に衛生的であった。 
イ 十分な広さが確保されており、食材や調理器具洗浄用シンクに併せ、手洗い設備及

び手指の消毒設備も備わっていたものの、シンクと手洗い設備の使い分けはされてい

なかった。 
ウ 調理器具（包丁、まな板、寿司桶等）は充分量（７～８個）が用意されていたが、

使い分けはされていなかった。 
エ 随時、アルコールスプレーによる消毒を行っていた。 

（２）給・排水の状況 
   市の上下水道を使用しており特に問題はなかった。 
（３）調理従事者の健康状態 

ア 調理従事者の健康チェックは行っていなかったが、特段、体調不良のものはいなか

った。 
イ 手荒れや手指の傷の有無等の確認はしなかった。 

 
６ 病因物質の決定 

（１）微生物学的検査     

（２）検体名 

黄色ブドウ球菌 

分離培養結果

（コ/平板） 
菌数 

ｺｱｸﾞﾗｰ

ｾﾞ型 

ｴﾝﾃﾛﾄｷｼﾝ

産生性 

ｴﾝﾃﾛﾄｷｼﾝ

遺伝子 

有症者便① 陽性（98 コ） 9.8×103/g Ⅶ A,C A,C 

有症者便② 陽性（433 コ） 4.3×104/g Ⅶ A,C A,C 

有症者便③ 陽性（200 コ） 2.0×104/g Ⅶ A,C A,C 

有症者便④ 陰性（3コ） 3.0×102/g Ⅶ A,C A,C 

有症者便⑤ 陰性（2コ） 2.0×102/g Ⅶ － － 

有症者便⑥ 陰性（1コ） 1.0×102/g Ⅴ － － 

有症者便⑦ 陰性（0コ） － 検査せず 

有症者便⑧ 陰性（0コ） － 検査せず 

ちらし寿司① 陽性（818 コ） 8.2×104/g Ⅶ A,C A,C 

ちらし寿司② 陽性（2049 コ） 2.0×105/g Ⅶ A,C A,C 

調理器具等 6検体 陰性（0コ） － 検査せず 

※黄色ブドウ球菌は常在菌のため、10 コ以上/平板を陽性と判定する。 
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（２）理化学検査       

検体名 
黄色ブドウ球菌エンテロトキシン 

A B C D E 

ちらし寿司① － － － － － 

ちらし寿司② － － － － － 

 
（３）動物試験、病理解剖  実施せず 
（４）その他の検査     実施せず 
（５）結論 

有症者の便８検体、当該ちらし寿司の残品２検体及び調理器具等６検体の検査を実施

したところ、有症者の便３検体及びちらし寿司残品２検体から黄色ブドウ球菌（全てエ

ンテロトキシン産生性Ａ型及びＣ型、エンテロトキシン遺伝子Ａ及びＣ、コアグラーゼ

Ⅶ型）が検出された。 
また、発症状況が黄色ブドウ球菌食中毒の症状と一致したことにより、黄色ブドウ球

菌を病因物質と断定した。 
 
７ 事件処理のためにとった措置 

（１）当該施設及び調理器具等の洗浄、消毒の実施を指導 
（２）当該地区住民に対する衛生教育 
（３）臨時的食品取扱い及び当該届出に関する説明 
 
８ 考察 

（１）調理室は非常に衛生的であったものの、調理従事者の手荒れや手指の傷の有無等の健

康チェックを行っておらず、ほとんどの調理従事者は使い捨て手袋の着用をしていなか

ったことから、調理従事者の手指を介してちらし寿司を汚染したと考えられた。         

なお、本祭礼実施者は、これまで当所へ臨時出店届を提出していなかったことから、

食品衛生に関する指導を受けていなかった。その結果、調理前の健康チェックや使い捨

て手袋の適切な使用等がなされず、また、前日調理や持ち帰り及び常温保管がなされ、

十分な衛生管理が徹底されていなかった。 

（２）当該ちらし寿司の調理は、祭礼前日及び当日の２日間にわたって行われ、調理中の食

材は、適宜冷蔵庫内にて保管していた。祭礼当日９時３０分にはパック詰め作業まで終

了し、調理終了後は常温にて保管していた。当該地区住民は、祭礼当日の昼に地区の不

動尊もしくは各家庭にて喫食、さらに、残ったちらし寿司を持ち帰り、当日夜～翌日昼

にかけて喫食した。 
図１は喫食時間と発症率の関係を示している。当日昼頃に喫食した者に発症者はお

らず、当日夕方から翌日昼にかけて発症率が高くなっていた。ちらし寿司調理時に付着

した黄色ブドウ球菌が、常温（当日の最高気温２９．６℃）で保存されたことにより増

殖し、当日の夕方に発症毒素量に至ったと考えられた。発症した患者がちらし寿     
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司を喫食した時間は、調理終了から最短でも７時間、最長では３０時間程度経過してお

り、調理終了後すぐに喫食していれば食中毒の発生を防げた可能性があった。 

 
 
 

ちらし寿司の持ち帰りは祭礼当日の１６時頃から始まっていた。１６時以降に喫食さ

れたものが全て持ち帰り品だったと仮定した場合、喫食者５４人中６人（１１．１％）

が翌日の朝食として、１６人（２９．６％）が翌日の昼食として喫食していたことにな

る。（計２２人（４０．７％）が翌日に喫食し、うち１０人が発症。） 
なお、祭礼でちらし寿司が提供されることは例年のことであり、当該地区の住民は、

当該ちらし寿司が祭礼当日の昼頃に調理されたこと、及び持ち帰りが始まる時間まで常

温保管されていたことを承知していたと思われた。 
今回の事例では、聞き取り調査の中で、「ちらし寿司には酢が含まれているから、食中

毒にはならないと思った。」との発言が複数あった。酢には料理を傷みにくくするはたら

きがあると、昔から言われている。また、本祭礼は昭和４０年代から続いており、これ

まで何事もなく実施されてきた経緯があった。食中毒防止については、機会を捉えて当

所より県民に向けた注意喚起を行っており、また、シーズンになるとテレビで特集を組

まれる等、一般消費者に向けた普及啓発が頻繁にされている。その際、温度管理の重要

性についても触れられているが、当該地区の住民は高齢化が進んでおり（今回調査ので

きた１０１人の平均年齢６２．２歳、平成２７年度国勢調査による全国平均年齢４６．

図１ 発症率の経時的変化 
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４歳）、昔からの知恵や経験を優先させ、「長時間の常温保管でも大丈夫」と思い込んで

いたと思われた。 
 
９ まとめ 

今回の事例は、イベントにて一般住民が調理した料理を、長時間にわたり常温保管した

後に喫食したことが原因の１つと考えられた。 

これまで当所では、一般消費者へ、持ち帰り品はすぐに食べるように、ちょっとでもあ

やしいと思ったら食べずに捨てるように啓発してきた。しかし、本事例の場合、持ち帰り

品の約４割が翌日に喫食されており、一般消費者は、コンビニ弁当の消費期限が数日ある

こと等を踏まえ、持ち帰り品等をなるべく早く喫食するという意識が薄いのかもしれない。 

現在、消費者庁は食品ロス削減のために食べ残しの持ち帰りを推進しており、また新型

コロナウイルス感染症の流行拡大に伴って持ち帰りを行う飲食店も増えていることから、  

今後、持ち帰り品等による食中毒防止に重点を置いた啓発を行う必要がある。営業者から

購入者へ早く食べるよう促す際は、「早く」「すぐ」だけでなく、具体的な消費期限の時間

を示し、併せてコンビニ弁当は高度な衛生管理の下で製造されているからこそ、数日間の 

消費期限が設けられていることも示すと、効果的な食中毒防止を図れる可能性がある。 

今回の事例は、食中毒防止の啓発は、飲食店等の営業者のみならず、地域の一般住民に

向けても行わなければならないと強く感じた事例であった。今後、一般消費者を対象とし

た講習会を実施する際や、臨時出店届を受付ける際は、本事例で得た教訓を役立てた衛生

指導を行っていきたい。 
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2019年次 【兵庫県】

患者等 従業員 器具等 手指
ノロウイルス 28/28 2/6 0/9
黄色ブドウ球菌 3/28 0/4
病原性大腸菌 3/28 0/4
ウエルシュ菌 1/28 0/4
その他の食中毒菌 0/28 0/4

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止３日間（1/17～1/19） ④調理従事者等の衛生知識の欠如

営業自粛なし
ノロウイルス 10/10 1/9 0/2 0/10
その他の食中毒菌 0/10 0/9 0/2 0/10

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止３日間（1/16～1/18） ④調理従事者等の衛生知識の欠如

営業自粛なし
ノロウイルス 3/5 3/16 0/10
黄色ブドウ球菌 1/5 2/10 0/10
病原性大腸菌 2/5 1/10 0/10
その他の食中毒菌 0/5 0/10 0/10

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止２日間(1/24～25) ④調理従事者等の衛生知識の欠如

営業自粛１日間(1/23)

中播磨飲食店 家庭

　１月22日、姫路市保健所から「１月20日に福崎町内の飲食店を利
用し、下痢、嘔吐等の食中毒様症状を呈した患者を姫路市内の医
療機関が診察した。」旨、県生活衛生課を通じて中播磨健康福祉事
務所に連絡があった。
　調査の結果、１月20日に同施設が調製した食事を喫食した４グ
ループ78名のうち、４グループ27名が下痢、発熱、嘔吐等の食中毒
症状を呈していることが判明した。
　これら有症者に共通する飲食物は同施設が調製した食事以外に
ないこと、有症者の発症状況が類似していること、有症者及び調理
従事者の便からノロウイルスが検出されたこと、有症者を診察した
医師から食中毒の届出があったことから、中播磨健康福祉事務所
は同施設が提供した食事を原因とする食中毒と断定した。

0
１月20日に原
因施設で調製
された料理

ノロウイルス ＧⅡ.2

調理従事者を介した食
品の二次汚染

3 1/21 78 27

その他

　１月14日、西脇市内の医療機関から「１月13日に多可町内の飲食
店が調製した弁当を喫食した複数名が、下痢、嘔吐等の食中毒様
症状を呈し、受診した。」旨、加東健康福祉事務所に連絡があった。
　調査の結果、１月13日に同施設が調製した弁当を喫食した４グ
ループ63名中、４グループ34名が下痢、嘔吐、腹痛等の食中毒症
状を呈していることが判明した。
　これら有症者に共通する飲食物は同施設が調製した弁当以外に
ないこと、有症者の発症状況が類似していること、有症者及び調理
従事者の検便からノロウイルスが検出されたこと、有症者を診察し
た医師から食中毒の届出があったことから、加東健康福祉事務所
は同施設が提供した食事を原因とする食中毒と断定した。

2 1/14 63 34 加東飲食店0
１月13日に調
製した弁当

ノロウイルス ＧⅡ.4

調理従事者を介した食
品の二次汚染

　１月15日、加古川市内の住民から「１月12日に加古川市内の飲食
店を利用した複数名が嘔吐、下痢等の食中毒様症状を呈してい
る。」旨、加古川健康福祉事務所に連絡があった。
　調査の結果、１月12日及び１月13日に同施設を利用した６グルー
プ87名中６グループ65名が下痢、嘔吐等の食中毒症状を呈してい
ることが判明した。
　これら有症者に共通する飲食物は同施設が提供した食事以外に
ないこと、有症者の発症状況が類似していること、有症者及び調理
従事者の検便からノロウイルスが検出されたこと、有症者を診察し
た医師から食中毒の届出があったことから、加古川健康福祉事務
所は同施設が提供した食事を原因とする食中毒と断定した。

加古川ノロウイルス ＧⅡ.4 飲食店 飲食店

調理従事者を介した食
品の二次汚染

摂食場所

1 1/13 287 65 0
１月12日及び
１月13日に提
供された食事

概要・措置（行政処分等）No.
発生
月日

摂食
者数
（人）

患者
数
（人）

死者
数
（人）

原因食品 病因物質 血清型等 原因施設
検査

便・吐物等
項目 食品等

拭き取り
処理
保健所

発生要因
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2019年次 【兵庫県】

患者等 従業員 器具等 手指
摂食場所 概要・措置（行政処分等）No.

発生
月日

摂食
者数
（人）

患者
数
（人）

死者
数
（人）

原因食品 病因物質 血清型等 原因施設
検査

便・吐物等
項目 食品等

拭き取り
処理
保健所

発生要因

ノロウイルス 9/9 2/7 1/7

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止２日間（1/30～1/31） ④調理従事者等の衛生知識の欠如

営業自粛２日間（1/28～1/29）
ノロウイルス 2/4 0/9 0/14 0/8

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止３日間（1/30～2/1） ④調理従事者等の衛生知識の欠如

営業自粛なし
ノロウイルス 5/5 1/6 0/6

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止２日間（2/9～2/10） ④調理従事者等の衛生知識の欠如

営業自粛１日間(2/8)

飲食店 飲食店6 2/3 42 23

　２月７日、丹波市内の飲食店から「２月２日に当店を利用した複数
名が下痢、嘔吐、発熱等の食中毒様症状を呈している。」旨、丹波
健康福祉事務所に連絡があった。
　調査の結果、２月２日の夕食として同施設が提供した食事を喫食
した５グループ42名のうち、２グループ23名が発熱、下痢、嘔吐等の
食中毒症状を呈していることが判明した。
　これら有症者に共通する飲食物は同施設が提供した食事以外に
ないこと、有症者の発症状況が類似していること、有症者及び調理
従事者の検便からノロウイルスが検出されたこと、有症者を診察し
た医師から食中毒の届出があったことから、丹波健康福祉事務所
は同施設が提供した食事を原因とする食中毒と断定した。

丹波0
２月２日夕食
に提供された
食事

ノロウイルス ＧⅡ.4

調理従事者を介した食
品の二次汚染

旅館 旅館

　１月28日、淡路市内の旅館の営業者から「１月26日の利用客２グ
ループから下痢、嘔吐等の食中毒様症状を呈しているとの申出が
あった。」旨、洲本健康福祉事務所に連絡があった。
　調査の結果、１月26日、27日に同施設を利用した４グループ26名
のうち、３グループ12名が下痢、腹痛、嘔吐等の食中毒症状を呈し
ていることが判明した。
　これら有症者に共通する飲食物は同施設が提供した食事以外に
ないこと、有症者の発症状況が類似していること、有症者の検便か
らノロウイルスが検出されたこと、有症者を診察した医師から食中
毒の届出があったことから、洲本健康福祉事務所は同施設が提供
した食事を原因とする食中毒と断定した。

洲本0

原因施設が１
月26日、27日
に提供した食
事

ノロウイルス ＧⅡ.2

調理従事者、器具等か
ら食品への二次汚染（推
定）

5 1/27 26 12

飲食店 事業所4 1/25 32 11

　１月28日、丹波市内の医療機関から「１月24日に丹波市内の仕出
屋が調製した食事を喫食した複数名が嘔吐、下痢等の食中毒様症
状を呈している。」旨、丹波健康福祉事務所に連絡があった。
　調査の結果、１月24日に同施設が調製した食事を喫食した６グ
ループ32名のうち、２グループ11名が下痢、嘔吐、発熱等の食中毒
症状を呈していることが判明した。
　これら有症者に共通する飲食物は同施設が提供した食事以外に
ないこと、有症者の発症状況が類似していること、有症者及び調理
従事者等の検便からノロウイルスが検出されたこと、有症者を診察
した医師から食中毒の届出があったことから丹波健康福祉事務所
は同施設が提供した食事を原因とする食中毒と断定した。

丹波0
１月24日夕食
に提供された
食事

ノロウイルス ＧⅡ.17

調理従事者を介した食
品の二次汚染
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2019年次 【兵庫県】

患者等 従業員 器具等 手指
摂食場所 概要・措置（行政処分等）No.

発生
月日

摂食
者数
（人）

患者
数
（人）

死者
数
（人）

原因食品 病因物質 血清型等 原因施設
検査

便・吐物等
項目 食品等

拭き取り
処理
保健所

発生要因

ノロウイルス 11/12 4/24 0/2

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止５日間(2/13～2/17) ④調理従事者等の衛生知識の欠如

営業自粛なし
ノロウイルス 1/1 2/6 0/5
その他の食中毒菌 0/1 0/6 0/5

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止３日間(3/6～3/8) ④調理従事者等の衛生知識の欠如

営業自粛なし
テトロドトキシン 2/2

＜発生要因分類＞
⑤自然毒に関する知識不足

営業停止なし
営業自粛なし

家庭 家庭

　３月12日、豊岡市内の医療機関から「フグによる食中毒を疑う患
者を診察した。」旨、豊岡健康福祉事務所に連絡があった。
　調査の結果、有症者は、３月９日にフグを獲り、３月１１日に自ら卵
巣のみを調理し喫食した後、口唇のしびれ、めまい等を発症し、３月
１２日に医療機関に救急搬送され入院したことが判明した。
　有症者がフグ毒特有の症状を呈していること、有症者の尿からテ
トロドトキシン（フグ毒）が検出されたこと、有症者を診察した医師か
ら食中毒の届出があったことから、豊岡健康福祉事務所はフグを原
因とする食中毒と断定した。

豊岡0 フグの卵巣 動物性自然毒
テトロドト
キシン

フグ毒の摂取

9 3/11 1 1

旅館 旅館8 3/3 48 20

　３月５日、姫路市保健所から「３月２日に豊岡市内の飲食店を昼食
として利用した複数名が下痢、嘔吐等の食中毒様症状を呈してい
る。」旨、県生活衛生課を通じて豊岡健康福祉事務所に連絡があっ
た。
　調査の結果、３月２日昼～３月３日朝に同施設が提供した食事を
喫食した48名のうち、20名が下痢、発熱、嘔吐等の食中毒症状を呈
していることが判明した。
　これら有症者に共通する飲食物は同施設が提供した食事以外に
ないこと、有症者の発症状況が類似していること、有症者及び調理
従事者等の検便からノロウイルスが検出されたこと、有症者を診察
した医師から食中毒の届出があったことから、豊岡健康福祉事務所
は同施設が提供した食事を原因とする食中毒と断定した。

豊岡0

３月２日昼～３
月３日朝に原
因施設で調理
提供された食
事

ノロウイルス GⅡ

調理従事者を介した食
品の二次汚染

飲食店 事業所等

　２月12日、たつの市内の医療機関から「２月９日に嘔吐、下痢等の
消化器症状を呈する複数の患者を診察した。これらの患者は、たつ
の市内の事業者が調製した弁当を喫食している。」旨、龍野健康福
祉事務所に連絡があった。
　調査の結果、同施設が２月７日及び８日に調製した弁当を喫食し
た2,064名のうち、483名が下痢、嘔吐、発熱等の食中毒症状を呈し
ていることが判明した。
　これら有症者に共通する飲食物は同施設が調製した弁当以外に
ないこと、有症者の発症状況が類似していること、有症者及び調理
従事者等の検便からノロウイルスが検出されたこと、有症者を診察
した医師から食中毒の届出があったことから、龍野健康福祉事務所
は同施設が調製した弁当を原因とする食中毒と断定した。

龍野0
２月７日及び８
日に提供され
た昼食弁当

ノロウイルス GⅡ.2

調理従事者を介した食
品の二次汚染

7 2/8 2,064 483

52



2019年次 【兵庫県】

患者等 従業員 器具等 手指
摂食場所 概要・措置（行政処分等）No.

発生
月日

摂食
者数
（人）

患者
数
（人）

死者
数
（人）

原因食品 病因物質 血清型等 原因施設
検査

便・吐物等
項目 食品等

拭き取り
処理
保健所

発生要因

ノロウイルス 11/11 2/7
黄色ブドウ球菌 1/8 1/2
その他の食中毒菌 0/8 0/2

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止３日間（5/29～5/31） ④調理従事者等の衛生知識の欠如

営業自粛なし
黄色ブドウ球菌 1/10 0/6 5/11 1/5 1/6
エンテロトキシン 1/2

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止３日間（6/1～6/3） ④調理従事者等の衛生知識の欠如

営業自粛なし
ノロウイルス 5/7 2/2 0/10
その他の食中毒菌 0/7 0/2 0/10

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止３日間（6/5～6/7） ④調理従事者等の衛生知識の欠如

営業自粛１日間(6/4)

ノロウイルス GⅡ.4 飲食店 その他

　６月４日、加西市内の住民から「６月２日に加西市内の飲食店を利
用した複数名が下痢、嘔吐等の食中毒様症状を呈している。」旨、
加東健康福祉事務所に連絡があった。
　調査の結果、６月２日に同施設が調製しだ仕出し弁当を喫食した
６グループ71名のうち、３グループ15名が嘔吐、下痢等の食中毒症
状を呈していることが判明した。
　これら有症者に共通する飲食物は同施設が提供した食事以外に
ないこと、有症者の発症状況が類似していること、有症者及び調理
従事者の検便からノロウイルスが検出されたこと、有症者を診察し
た医師から食中毒の届出があったことから、加東健康福祉事務所
は同施設が提供した食事を原因とする食中毒と断定した。

加東

調理従事者を介した食
品の二次汚染

12 6/3 71 15 0
６月２日に調
製した仕出し
弁当

ぶどう球菌 飲食店 事業所

　５月30日、加東市内の事業者から「５月30日の昼食を食べた複数
名が嘔吐、下痢等の食中毒様症状を呈している。」旨、健康機器管
理ホットラインを通じて加東健康福祉事務所に連絡があった。
　調査の結果、５月30日に加東市内の事業所で昼食として提供され
た「牛カツ玉子とじ」を喫食した24名のうち、15名が下痢、嘔吐等の
食中毒症状を呈していることが判明した。
　これら有症者に共通する飲食物は同施設で提供された当該食事
以外にないこと、有症者の発症状況が類似していること、食品残品
からエンテロトキシン（黄色ブドウ球菌が産生する毒素）が検出され
たこと、有症者を診察した医師から食中毒の届出があったことから、
加東健康福祉事務所は同施設で提供された食事を原因とする食中
毒と断定した。

加東

調理従事者、器具等か
ら食品への二次汚染（推
定）

11 5/30 24 15 0 牛カツ玉子とじ

ノロウイルス GⅡ.2 飲食店 飲食店

　５月25日、宝塚健康福祉事務所を通じて健康危機管理ホットライ
ンから「５月23日に川西市内の飲食店を利用した宝塚市在住の家
族２名が嘔吐等の食中毒様症状を呈している。」旨、伊丹健康福祉
事務所に連絡があった。
　調査の結果、５月23日夕食、５月24日昼食及び夕食に同施設が
調理した食事を喫食した70グループ172名のうち、３グループ18名が
下痢、腹痛、嘔吐等の食中毒症状を呈していることが判明した。
　これら有症者に共通する飲食物は同施設が提供した食事以外に
ないこと、有症者の発症状況が類似していること、有症者及び調理
従事者の検便からノロウイルスが検出されたこと、有症者を診察し
た医師から食中毒の届出があったことから、伊丹健康福祉事務所
は同施設が提供した食事を原因とする食中毒と断定した。

伊丹

調理従事者を介した食
品の二次汚染

10 5/24 172 18 0

５月23日夕
食、５月24日
昼食及び夕食
に同施設で調
理された食事
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2019年次 【兵庫県】

患者等 従業員 器具等 手指
摂食場所 概要・措置（行政処分等）No.

発生
月日

摂食
者数
（人）

患者
数
（人）

死者
数
（人）

原因食品 病因物質 血清型等 原因施設
検査

便・吐物等
項目 食品等

拭き取り
処理
保健所

発生要因

ソラニン類 7/7

＜発生要因分類＞
⑤自然毒に関する知識不足

営業停止なし
営業自粛なし

カンピロバクター 1/3 0/1 0/7
その他の食中毒菌 0/3 0/1 0/7

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

②加熱不十分
営業停止３日間（9/12～9/14） ③原材料からの汚染
営業自粛なし ④調理従事者等の衛生知識の欠如

カンピロバクター 0/2 0/5

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

②加熱不十分
営業停止２日間（10/4～10/5） ③原材料からの汚染
営業自粛１日間(10/3) ④調理従事者等の衛生知識の欠如

カンピロバク
ター

ジェジュニ 飲食店 飲食店

　９月25日、大阪市生活衛生課から「９月19日から20日にかけて淡
路島へ修学旅行に行った大阪市内の小学生が腹痛、発熱等の症
状を呈している。」旨、県生活衛生課を通じて洲本健康福祉事務所
に連絡があった。
　調査の結果、修学旅行の行程で９月19日に南あわじ市内の飲食
店が提供した昼食を喫食した大阪市内の小学校の児童及び教諭計
162名のうち、46名が腹痛、下痢、発熱等の食中毒症状を呈してい
ることが判明した。
　これら有症者の発症状況が類似していること、有症者の検便から
カンピロバクターが検出された旨の報告が大阪市からあったこと、
有症者の発症状況からカンピロバクター食中毒の原因となり得る共
通の飲食物は同施設が提供した食事以外にないこと、有症者を診
察した医師から食中毒の届出があったことから、洲本健康福祉事務
所は同施設が提供した食事を原因とする食中毒と断定した。

洲本

加熱不十分な食肉の提
供又は食肉、器具等か
ら食品への二次汚染（推
定）

15 9/19 162 46 0
９月19日に原
因施設が提供
した昼食

カンピロバク
ター

ジェジュニ 飲食店 飲食店

　９月６日、南あわじ市の住民から「９月２日に南あわじ市内の飲食
店を利用した家族１名が、発熱、下痢等の症状を呈している。」旨、
洲本健康福祉事務所に連絡があった。
　調査の結果、９月２日に同施設を利用した２グループ７名のうち、
２グループ６名が下痢、腹痛、発熱等の食中毒症状を呈しているこ
とが判明した。
　これら有症者に共通する飲食物は同施設が提供した食事以外に
ないこと、有症者の発症状況が類似していること、有症者の検便か
らカンピロバクターが検出されたこと、有症者を診察した医師から食
中毒の届出があったことから、洲本健康福祉事務所は同施設が提
供した食事を原因とする食中毒と断定した。

洲本

加熱不十分な食肉の提
供又は器具等から食品
への二次汚染（推定）

14 9/4 7 6 0
9月2日に原因
施設が提供し
た食事

植物性自然毒 ソラニン類
学校
（調理実
習）

学校

　７月９日、宝塚市教育委員会から、「７月９日に宝塚市内の小学校
において、家庭科の授業で調理した食事を食べた複数名の児童が
腹痛、吐き気等を訴えたため、病院への救急搬送を要請した。」旨、
宝塚健康福祉事務所に連絡があった。
　調査の結果、家庭科の授業として、校内で栽培したジャガイモとさ
やいんげんを調理し喫食した児童等33名中16名が腹痛、吐き気等
の食中毒症状を呈していることが判明した。
　有症者は調理実習を行ったクラスの児童以外にいないこと、当該
クラスのみに共通する飲食物は調理実習の食事のみであること、調
理実習で廃棄されたジャガイモの皮及び校内で栽培していた未収
穫のジャガイモからソラニン類が検出されたこと、有症者の発症状
況が類似しており、ソラニン類による食中毒の特徴と一致しているこ
と、有症者を診察した医師から食中毒の届出があったことから、宝
塚健康福祉事務所は同小学校の調理実習で喫食したジャガイモを
原因とする食中毒と断定した。

宝塚

ソラニン類の摂取

13 7/9 33 16 0
調理実習で喫
食したジャガイ
モ
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2019年次 【兵庫県】

患者等 従業員 器具等 手指
摂食場所 概要・措置（行政処分等）No.

発生
月日

摂食
者数
（人）

患者
数
（人）

死者
数
（人）

原因食品 病因物質 血清型等 原因施設
検査

便・吐物等
項目 食品等

拭き取り
処理
保健所

発生要因

黄色ブドウ球菌 3/8 2/2 0/6
その他の食中毒菌 0/8 0/2 0/6
エンテロトキシン 0/2

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止なし ④調理従事者等の衛生知識の欠如

営業自粛なし ⑥常温での長時間放置
カンピロバクター 5/6 1/3 0/5
黄色ブドウ球菌 0/6 1/3 0/5
その他の食中毒菌 0/6 0/3 0/5

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

②加熱不十分
営業停止３日間（12/20～12/22） ③原材料からの汚染
営業自粛なし ④調理従事者等の衛生知識の欠如

16 9/29 119 16 0 ちらし寿司 ぶどう球菌 その他 家庭

　10月１日、朝来市内の住民から「９月29日に地区の祭礼にて昼食
を喫食した住民複数名が腹痛、下痢、嘔吐等の食中毒様症状を呈
している。」旨、朝来健康福祉事務所に連絡があった。
　調査の結果、地区のイベントにおいて９月28日及び９月29日に地
区の住民が公民館で調理したちらし寿司を喫食した119名のうち16
名が下痢、嘔吐等の症状を呈していることが判明した。
　これら有症者に共通する飲食物は当該食品以外にないこと、有症
者の発症状況が類似していること、有症者の検便及びちらし寿司の
残品から黄色ブドウ球菌が検出されたこと、有症者を診察した医師
から食中毒の届出があったことから、朝来健康福祉事務所は当該
食品を原因とする食中毒と断定した。

朝来

調理従事者を介した食
品の二次汚染

17 12/13 28 8 0
12月１1日に提
供された食事

カンピロバク
ター

ジェジュニ 飲食店 飲食店

　12月16日、三田市内の医療機関から「12月11日に三田市内の飲
食店を会社の宴会で利用し、体調不良を訴えた者を診察した。」旨、
宝塚健康福祉事務所に連絡があった。
　調査の結果、12月11日に同施設を利用した１グループ28名のう
ち、８名が下痢、腹痛、発熱等の食中毒症状を呈していることが判
明した。
　これら有症者に共通する飲食物は同施設が提供した食事以外に
ないこと、有症者の発症状況が類似していること、有症者の検便か
らカンピロバクターが検出されたこと、有症者を診察した医師から食
中毒の届出があったことから、宝塚健康福祉事務所は同施設が提
供した食事を原因とする食中毒と断定した。

洲本

加熱不十分な食肉の提
供又は食肉、器具等か
ら食品への二次汚染（推
定）

55



2019年次 【神戸市】

患者等 従業員 器具等 手指
ウエルシュ菌 0/3 1/4
セレウス菌 0/3 0/4 1/10
その他食中毒細菌 0/3 0/4 0/10
その他ウイルス 0/3
クドア・ヘキサプンクタータ 0/3 0/1
クドア・セプテンプンクタータ 2/3

＜発生要因分類＞
③原材料からの汚染

営業停止なし
営業自粛なし

黄色ブドウ球菌 1/5 2/6 0/10
ウエルシュ菌 0/5 1/6
サルモネラ属菌 0/5 0/6 0/10
セレウス菌 0/5 0/6 0/10
その他食中毒細菌 0/5 0/6
ノロウイルス 5/5 0/6 3/4
その他ウイルス 0/4 0/6

＜発生要因分類＞
③原材料からの汚染

営業停止なし
営業自粛１日間（2/12）

黄色ブドウ球菌 3/14 1/15
ウエルシュ菌 1/7 3/14
腸管出血性大腸菌 1/14 0/15 0/26 0/8
カンピロバクター属菌 0/14 0/15
セレウス菌 0/14 0/15
サルモネラ属菌 0/7 1/14
その他食中毒細菌 0/7 0/14

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止なし ②加熱不十分
営業自粛20日間（2/25～3/16） ③原材料からの汚染

検査
便・吐物等

項目 食品等
拭き取り

処理
保健所

発生要因概要・措置（行政処分等）No.
発生
月日

摂食
者数
（人）

患者
数
（人）

死者
数
（人）

原因食品 病因物質 血清型等 原因施設 摂食場所

1 1/31 5 4 0 ヒラメの握り寿司

　2月1日、神戸市内の医療機関より保健所東部衛生監視事務所に
「1月31日に東灘区の飲食店を利用し、数時間後に嘔吐、下痢の症
状を呈した患者を診察した。患者によると一緒に利用した他4名も同
様の症状を呈しているとのことであり、食中毒が疑われる。」との届
出があった。
　同事務所による調査の結果、1月31日に原因施設を利用し調査の
できた1グループ5名中4名が同日より嘔吐、発熱、下痢等の症状を
呈していることが判明した。
　当該施設で提供された食事以外に共通食事がないこと、症状及び
潜伏時間がクドア・セプテンプンクタータによるものと一致しているこ
と、患者便からクドア・セプテンプンクタータが検出されたこと、提供
されたヒラメが冷凍等によるクドア・セプテンプンクタータ食中毒防止
対策が行われていなかったことから、当該施設で提供されたヒラメ
の握り寿司を原因とする食中毒と断定した。

神戸市
クドア・セプテ
ンプンクタータ

-
東灘区
飲食店

原因施設

クドア・セプテンプンク
タータが寄生したヒラメ
の冷凍・加熱せずでの
喫食

神戸市
中央区
飲食店

0
2月4日に提供さ
れた水道水

ノロウイルス

GⅠ.2・G
Ⅱ.4
Sydney_20
12

ノロウイルスに汚染され
た水の摂取

3 2/14 24 3

原因施設

　2月8日、原因施設より保健所東部衛生監視事務所に「2月4日に
利用した1グループ7名のうち複数名が嘔吐、下痢の症状を呈してい
ると申出があった。」との届出があった。なお、当該施設と同一ビル
内の飲食店（飲食店A）より神戸市水道局あて「水道給水栓水から
異臭がする。」との届出があり、当該ビルには受水槽が設置されて
いたため、同事務所と水道局で合同調査を行っていた。
　同事務所による調査の結果、2月4日に当該施設を利用し、調査の
できた1グループ7名中6名が2月5日より下痢、腹痛、嘔吐等の症状
を呈していること及び当該建物の受水槽の配管が1月1日に破裂し、
受水槽の水が汚染された可能性があることが判明した。
　当該施設で提供された食事（飲料）以外に共通食事がないこと、
症状及び潜伏時間がノロウイルスによるものと一致していること、患
者便からノロウイルスGⅠ.2、GⅡ.4Sydney_2012又はその両方が検
出されたこと、当該施設で飲用及び食材・器具の洗浄に水道水が使
用されていたこと、飲食店Aの給水栓から採取した水道水からノロウ
イルスGⅠ.2及びGⅡ.4Sydney_2012が検出されたこと、患者を診察
した医師より食中毒の届出があったことから、当該施設で提供され
た水道水を原因とする食中毒と断定した。

2 2/5 7 6

神戸市
北区
飲食店

原因施設

　2月25日、保健所北保健センターより保健所北衛生監視事務所に
腸管出血性大腸菌感染症発生届の届出があったとの情報が寄せら
れた。
　同事務所による調査の結果、2月10日から16日の間に原因施設で
焼肉を喫食し、調査のできた6グループ24名のうち、症状及び潜伏
期間が腸管出血性大腸菌O157のものと一致し、検便で同菌が検出
された者が3名いることが判明した。
　患者全員が当該施設で提供された焼肉を喫食しており他に共通
食事がないこと、全国の系列店で焼肉を原因とする食中毒事件が
発生していること、患者便から腸管出血性大腸菌O157が検出され、
MLVA遺伝子型が系列店の食中毒事件で検出されたものと一致し
たことから、当該施設で提供された焼肉を原因とする食中毒と断定
した。

0 焼肉（ハラミ）
腸管出血性大
腸菌

O157
（MLVA遺
伝子型：
18m0541）

汚染された食材の加熱
不十分での喫食又は調
理器具等を介しての二
次汚染
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2019年次 【神戸市】

患者等 従業員 器具等 手指

検査
便・吐物等

項目 食品等
拭き取り

処理
保健所

発生要因概要・措置（行政処分等）No.
発生
月日

摂食
者数
（人）

患者
数
（人）

死者
数
（人）

原因食品 病因物質 血清型等 原因施設 摂食場所

カンピロバクター属菌 6/8 0/2 0/10
黄色ブドウ球菌 2/8 0/2 0/10
サルモネラ属菌 0/8 2/2 0/10
その他食中毒細菌 0/8 0/2 0/10
その他ウイルス 0/7 0/2

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止３日間（3/27～3/29） ②加熱不十分
営業自粛なし ③原材料からの汚染

カンピロバクター属菌 5/8 0/5 0/10
ウエルシュ菌 3/8 1/5
サルモネラ属菌 0/8 1/5 0/10
セレウス菌 1/8 0/5 0/10
その他食中毒細菌 0/8 0/5 0/10
その他ウイルス 0/4 0/1

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止３日間（3/29～3/31） ②加熱不十分
営業自粛なし ③原材料からの汚染

ウエルシュ菌 1/8 1/4 0/5
セレウス菌 0/8 0/4 0/5 2/10
黄色ブドウ球菌 2/8 0/4 0/5 0/10
その他食中毒細菌 0/8 0/4 0/10
ノロウイルス 8/8 2/4 0/5
その他ウイルス 0/8 0/4

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止なし
営業自粛13日（3/26～4/7）

　3月23日、神戸市内の医療機関より保健所西部衛生監視事務所
に「3月19日に兵庫区内の飲食店を利用し、鶏刺身等を喫食した19
名のうち少なくとも5名が22日より発熱、下痢、嘔吐等の症状を呈し
ている。食中毒が疑われる。」との情報が寄せられた。
　同事務所による調査の結果、3月19日に原因施設で鶏刺身等を喫
食し、調査のできた1グループ17名中7名が3月20日より下痢、腹
痛、発熱等の症状を呈していることが判明した。
　当該施設で提供された食事以外に共通食事がないこと、発症状
況が類似していること、患者便からカンピロバクターが検出されたこ
と、患者を診察した医師より食中毒の届出があったことから、当該施
設で提供された食事を原因とする食中毒と断定した。

神戸市0
3月19日に提供
された鶏刺身を
含む食事

カンピロバク
ター

ジェジュニ

加熱不十分な食材の喫
食又は調理器具等を介
しての二次汚染

5 3/22 25 13

兵庫区
飲食店

原因施設4 3/20 17 7

長田区
飲食店

原因施設

　3月26日、神戸市民より保健所西部衛生監視事務所に「3月20日
に長田区内の飲食店を25名で利用したところ、少なくとも16名が22
日より腹痛等の症状を呈している。」との届出があった。
　同事務所による調査の結果、3月20日に原因施設で鶏刺身等を喫
食し、調査のできた1グループ25名中13名が3月22日より下痢、腹
痛、発熱等の症状を呈していることが判明した。
　当該施設で提供された食事以外に共通食事がないこと、発症状
況が類似していること、患者便からカンピロバクターが検出されたこ
と、患者を診察した医師より食中毒の届出があったことから、当該施
設で提供された食事を原因とする食中毒と断定した。

神戸市0
3月20日に提供
された鶏刺身を
含む食事

カンピロバク
ター

ジェジュニ

加熱不十分な食材の喫
食又は調理器具等を介
しての二次汚染

　3月26日、事業所より「入所者のうち複数が3月25日より嘔吐、下
痢の症状を呈している」との届出があった。
　保健所東部衛生監視事務所による調査の結果、3月24日原因施
設で食事をし、調査のできた32名中21名が3月25日より発熱、嘔吐
等の症状を呈していることが判明した。
　当該施設で提供された食事以外に共通食事がないこと、発症状
況が類似しておりノロウイルス食中毒の特徴と一致していること、患
者便及び調理従事者便からノロウイルスGⅡが検出され、それぞれ
の遺伝子型が一致したこと、ヒト-ヒト感染を疑う事象がなかったこ
と、患者を診察した医師より食中毒の届出があったことより当該施
設で提供された食事を原因とする食中毒と断定した。

神戸市0
3月24日に提供
された食事

ノロウイルス GⅡ.2

調理従事者を介しての
二次汚染

中央区
事業場

原因施設6 3/25 32 21
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2019年次 【神戸市】

患者等 従業員 器具等 手指

検査
便・吐物等

項目 食品等
拭き取り

処理
保健所

発生要因概要・措置（行政処分等）No.
発生
月日

摂食
者数
（人）

患者
数
（人）

死者
数
（人）

原因食品 病因物質 血清型等 原因施設 摂食場所

カンピロバクター属菌 2/5 0/2 0/10
黄色ブドウ球菌 2/5 0/2 0/10
ウエルシュ菌 0/5 1/2
その他食中毒細菌 0/5 0/2 0/10
その他ウイルス 0/2

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止３日間（4/8～4/10） ②加熱不十分
営業自粛なし ③原材料からの汚染

黄色ブドウ球菌 2/9 2/7 0/7
セレウス菌 0/9 0/7 1/7
その他食中毒細菌 0/9 0/7 0/7
ノロウイルス 10/12 1/7
その他ウイルス 0/9 0/7

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止３日間（4/18～4/20）
営業自粛なし

サルモネラ属菌 2/3 0/3 0/10
黄色ブドウ球菌 2/3 1/3 0/10
セレウス菌 0/3 0/3 3/10
ウエルシュ菌 1/3 3/3
その他食中毒細菌 0/3 0/3
その他ウイルス 0/2

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止３日間（5/11～5/13） ②加熱不十分
営業自粛なし ③原材料からの汚染

7 3/30 18 9
須磨区
飲食店

原因施設

　4月4日、神戸市内の医療機関より保健所西部衛生監視事務所に
「鶏刺身等を喫食し食中毒様症状を呈している患者を診察した。」と
の届出があった。
　同事務所による調査の結果、3月28日に原因施設で鶏刺身等を喫
食し、調査のできた2グループ18名中9名が3月30日より下痢、腹
痛、発熱の症状を呈していることが判明した。
　当該施設で提供された食事以外に共通食事がないこと、発症状
況が類似していること、患者便からカンピロバクターが検出されたこ
と、患者を診察した医師より食中毒の届出があったことから、当該施
設で提供された食事を原因とする食中毒と断定した。

神戸市0
3月28日に提供
された鶏刺身を
含む食事

カンピロバク
ター

-

加熱不十分な食材の喫
食又は調理器具等を介
しての二次汚染

　4月15日、神戸市民より保健所西衛生監視事務所に「4月12日に
西区内の飲食店を31名で利用したところ、13名が下痢、嘔吐等の症
状を呈している。」との届出があった。
　同事務所による調査の結果、4月12日に原因施設で食事をし、調
査のできた1グループ31名中14名が4月13日より下痢、発熱、嘔吐
等の症状を呈していることが判明した。
　当該施設で提供された食事以外に共通食事がないこと、発症状
況が類似していること、患者便及び調理従業員便からノロウイルス
が検出されその遺伝子型が一致したことから、当該施設で提供され
た食事を原因とする食中毒と断定した。

神戸市0
4月12日に提供
された食事

ノロウイルス GⅡ.2

調理従事者を介しての
二次汚染

9 5/2 13 10

西区
飲食店

原因施設8 4/13 31 14

中央区
飲食店

原因施設

　5月7日、神戸市内の医療機関より保健所東部衛生監視事務所に
「入院患者からサルモネラ属菌が検出された。患者によると、5月2
日に中央区内の飲食店を利用した9名のうち6名が同様の症状を呈
しているようだ。食中毒が疑われる。」との届出があった。
　同事務所による調査の結果、5月2日に原因施設を利用し調査の
できた2グループ13名中10名が同日より下痢、発熱、腹痛等の症状
を呈していることが判明した。
　当該施設で提供された食事以外に共通食事がないこと、発症状
況が類似していること、複数グループの患者便からサルモネラO9が
検出されたこと、患者を診察した医師より食中毒の届出があったこ
とから、当該施設で提供された食事を原因とする食中毒と断定し
た。

神戸市0
5月2日に提供さ
れた食事

サルモネラ属
菌

O9
(Salmonella
Enteitidis)

加熱不足又は調理器具
等を介しての二次汚染
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2019年次 【神戸市】

患者等 従業員 器具等 手指

検査
便・吐物等

項目 食品等
拭き取り

処理
保健所

発生要因概要・措置（行政処分等）No.
発生
月日

摂食
者数
（人）

患者
数
（人）

死者
数
（人）

原因食品 病因物質 血清型等 原因施設 摂食場所

カンピロバクター属菌 3/3 1/4 0/10
黄色ブドウ球菌 1/4 0/10
セレウス菌 0/4 2/10
ウエルシュ菌 1/4
その他食中毒細菌 0/4

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止３日間（5/22～5/24） ②加熱不十分
営業自粛なし ③原材料からの汚染

カンピロバクター属菌 4/5 0/4 0/6
黄色ブドウ球菌 3/5 1/4 0/6
ウエルシュ菌 1/5 3/4
その他食中毒細菌 0/5 0/4 0/6

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止３日間（7/8～7/10） ②加熱不十分
営業自粛なし ③原材料からの汚染

黄色ブドウ球菌 1/10 2/14 0/12
セレウス菌 0/10 0/14 1/12
ウエルシュ菌 2/10 4/14
腸管出血性大腸菌 0/10 1/14
その他食中毒細菌 0/10 0/14 0/12
サポウイルス 8/11 3/14
ノロウイルス 0/10 0/14
その他ウイルス 0/6 0/14

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止３日間（11/30～12/2）
営業自粛１日間（11/30）

10 5/12 4 4 0
5月9日に提供さ
れた鶏刺身を含
む食事

カンピロバク
ター

ジェジュニ
中央区
飲食店

原因施設

　5月17日、神戸市内の医療機関より保健所西衛生監視事務所に
「腸炎症状を呈した患者の検便からカンピロバクターが検出された。
患者は5月9日に中央区内の飲食店を利用し、一緒に利用した数人
も同様の症状を呈しているようだ。」との届出があった。
　保健所東部衛生監視事務所による調査の結果、5月9日に原因施
設で鶏刺身等を喫食し調査のできた1グループ4名中4名が5月12日
より下痢、腹痛、発熱等の症状を呈していることが判明した。
　当該施設で提供された食事以外に共通食事がないこと、発症状
況が類似していること、患者便からカンピロバクターが検出されたこ
と、患者を診察した医師より食中毒の届出があったことから、当該施
設で提供された食事を原因とする食中毒と断定した。

神戸市

加熱不十分な食材の喫
食又は調理器具等を介
しての二次汚染

11 7/1 10 9 0
6月28日に提供
された鶏刺身を
含む食事

カンピロバク
ター

ジェジュニ
西区
飲食店

原因施設

　7月2日、あかし保健所より「明石市内の医療機関より食中毒を疑
う患者を診察したとの届出があった。患者によると、6月28日に西区
内の飲食店を10名で利用し、複数名が食中毒様症状を呈している
ようだ。」との情報が寄せられた。
　保健所西衛生監視事務所による調査の結果、6月28日に原因施
設で鶏刺身等を喫食し調査のできた1グループ10名中9名が7月1日
より下痢、腹痛、発熱等の症状を呈していることが判明した。
　当該施設で提供された食事以外に共通食事がないこと、発症状
況が類似していること、患者便からカンピロバクターが検出されたこ
と、患者を診察した医師より食中毒の届出があったことから、当該施
設で提供された食事を原因とする食中毒と断定した。

神戸市

加熱不十分な食材の喫
食又は調理器具等を介
しての二次汚染

12 11/24 46 24 0
11月23日に提
供された食事

サポウイルス -
垂水区
旅館

原因施設

　11月26日、兵庫県健康福祉部健康局生活衛生課より「11月23日
に垂水区内のホテルで行われた披露宴出席者のうち複数名が11月
25日より嘔吐、下痢等の症状を呈しているとの届出があった。」との
情報が寄せられた。
　保健所垂水衛生監視事務所による調査の結果、11月23日に原因
施設を利用した別グループでも同様に症状を呈していることが判明
し、当グループ66名中、調査のできた46名のうち24名が、11月24日
より下痢、腹痛、嘔吐等の症状を呈していることが判明した。
　当該施設で提供された食事以外に共通食事がないこと、発症状
況が類似していること、患者便及び調理従業員便からサポウイルス
が検出されたことから、当該施設で提供された食事を原因とする食
中毒と断定した。

神戸市

調理従事者を介しての
二次汚染
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2019年次 【姫路市】

患者等 従業員 器具等 手指

ノロウイルス 6/7 1/5

＜発生要因分類＞

①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止　3日間（3/3-3/5）
営業自粛

ノロウイルス 10/11 0/5
黄色ブドウ球菌 0/6 0/4
B.セレウス 0/6 0/4
ウエルシュ 0/6 0/4
サルモネラ属菌 0/6 0/4
カンピロバクター 0/6 0/4
腸炎ビブリオ 0/6 0/4
病原大腸菌 1/6 0/4

＜発生要因分類＞
②加熱不十分

営業停止　3日間（4/11-4/13）

営業自粛

ノロウイルス 0/9 0/1

黄色ブドウ球菌 0/4 0/1

B.セレウス 0/4 0/1

ウエルシュ 0/4 0/1

サルモネラ属菌 0/18 1/3

カンピロバクター 29/37 2/7 0/2

腸炎ビブリオ 0/4 0/1

病原大腸菌 3/19 0/3

＜発生要因分類＞

①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止　3日間（12/23-12/25） ②加熱不十分

営業自粛

検査
便・吐物等

項目 食品等
拭き取り

処理
保健所

発生要因概要・措置（行政処分等）No.
発生
月日

摂食
者数
（人）

患者
数
（人）

死者
数
（人）

原因食品 病因物質 血清型等 原因施設 摂食場所

1 2/26 14 9 0
2/24に提供さ
れた食事

2/27、患者より「2/24に、市内の飲食店にて7名で会食したところ、全
員が下痢、吐き気等を呈している」と通報。調査の結果、当該施設を
利用した１グループ7名全員が下痢、吐き気、腹痛等と判明。患者6
名の便からノロウイルス（ＧＩ）を検出。患者に共通する食事は当該施
設の食事以外にないこと、患者の発症状況が類似していること、患
者を診察した医師から食中毒患者の届出票が提出されたことから、
当該施設を原因とする食中毒事件と断定。
この食中毒に伴う行政処分を3/3に報道発表したところ、2/24の利
用客1グループから保健所等に申出があり、調査の結果、1グループ
7名中2名にも同様の症状があったことが判明した。

姫路市
ノロウイルスG
Ⅰ

飲食店 原因施設

調理器具、調理従事者
を介した汚染(推定)

姫路市飲食店0
4/5に提供され
た食事

ノロウイルスG
Ⅱ

加熱調理工程のある牡
蠣の提供があり、その牡
蠣がノロウイルスに汚染
されていた可能性が示
唆される。

3 12/16 不明 45

原因施設

4/9に市民より4/5に市内の飲食店にて会食した複数名が嘔吐、下
痢の症状を呈したとの通報があった。調査の結果、参加者51名中15
名が4/6から4/7にかけて下痢、腹痛、吐き気等を発症していたこと
が判明。患者10名の便からノロウイルス（ＧⅡ）を検出。患者に共通
する食事は、当該施設が提供した食事以外にないこと、患者の発症
状況が類似し、共通してノロウイルス（ＧⅡ）を検出したこと、患者を
診察した医師から食中毒患者の届出票が提出されたことから、当該
施設の食事を原因の食中毒と断定。

2 4/6 51 15

姫路市飲食店 原因施設

12/18に医療機関より、12/14に市内飲食店で会食した複数名が下
痢や発熱等を呈していると通報があった。参加者41名中29名が
12/16から12/19にかけて下痢、腹痛、発熱等を発症していたことが
判明し、患者6名の便からカンピロバクターを検出。患者に共通する
食事は、当該施設での食事以外にないこと、患者の発症状況が類
似していること、共通してカンピロバクターを検出したこと、患者を診
察した医師から食中毒患者の届出票が提出されたことから、当該施
設を原因とする食中毒事件と断定。
この食中毒に伴う行政処分を12/23に報道発表したところ、12/14お
よび12/20の利用客から保健所に申出があり、調査の結果、計3グ
ループ16名にも同様の症状があったことが判明した。

0
12/14および
12/20に提供さ
れた食事

カンピロバク
ター・ジェジュ
ニ

調理従事者の手指を介
した二次汚染、あるいは
提供された加熱不十分
な鶏肉が、カンピロバク
ターに汚染されていた可
能性がある。
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2019年次 【尼崎市】

患者等 従業員 器具等 手指

カンピロバクター 2/3 0/5

＜発生要因分類＞

②加熱不十分

営業停止　3/29-3/31(3日間)
営業自粛　なし

ノロウイルス 9/14 2/16 0/11

＜発生要因分類＞

①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止　4/15(1日間) ④調理従事者等の衛生知識の欠如

営業自粛　4/10-4/14(5日間)

カンピロバクター 8/12 0/5

＜発生要因分類＞

②加熱不十分

営業停止　6/18-6/20(3日間)
営業自粛　なし

検査
便・吐物等

項目 食品等
拭き取り

処理
保健所

発生要因概要・措置（行政処分等）No.
発生
月日

摂食
者数
（人）

患者
数

（人）

死者
数

（人）
原因食品 病因物質 血清型等 原因施設 摂食場所

1 3/18 6 3 0

3/15に原因施
設が提供した
鶏の刺身等を
含む食事

平成３１年３月２５日（月）午前１０時半頃、飲食店利用者から「３月１
５日（金）に職場の同僚ら６人で鶏の刺身等を含むメニューを喫食し
たところ、複数人が下痢、発熱の症状を呈している。」との一報が尼
崎市保健所にあった。
保健所で調査を行ったところ、３月１５日（金）午後６時頃から市内の
飲食店「炭火焼き鳥 鶏処 たけ」を利用した１グループ６人のうち、３
人が下痢、腹痛及び発熱等の食中毒様症状を呈していることが判
明した。
有症者全員に共通する飲食物は当該施設が提供した食事以外にな
いこと、有症者の発症状況が類似していたこと、有症者２人の検便
からカンピロバクターが検出されたこと、また、医師から食中毒の届
出があったことから、当該施設が提供した食事を原因とする食中毒
と断定した。

尼崎市
カンピロバク
ター

ジェジュニ 飲食店 飲食店

加熱不十分な鶏肉を提
供したこと及び調理従事
者の衛生管理に対する
意識の欠如により発生。

尼崎市飲食店0
4/7に原因施
設が提供した
食事

ノロウイルス GII

調理場内の衛生管理不
備及び二次感染に対す
る認識不足により発生。

3 6/8 32 15

飲食店

平成３１年４月９日（火）午後３時頃、市内教育機関の職員より「４月
７日（日）の午後７時頃に学生６人が市内の飲食店を利用したとこ
ろ、うち５人が嘔吐、下痢等の症状を呈している。」との一報が尼崎
市保健所にあった。また、４月１０日（水）にも４月７日（日）に同施設
で食事をした者から、同様の症状を呈しているとの連絡が尼崎市保
健所に複数件あった。
保健所で調査を行ったところ、４月７日（日）午後６時３０分から午後
１０時にかけて市内の飲食店「カウボーイ家族 塚口店」で食事をした
５グループ２０人において、発症状況の異なる１人を除く１８人が嘔
吐、下痢等の食中毒様症状を呈していることが判明した。
これらの有症者に共通する飲食物は当該施設が提供した食事以外
にないこと、有症者の発症状況が類似しており感染症を疑う事象が
ないこと、有症者９人及び調理従事者１人の検便からノロウイルス
（ＧⅡ）が検出されたこと、また、有症者を診察した医師から食中毒
の届出があったことから、当該施設が提供した食事を原因とする食
中毒と断定した。なお、行政処分後に同様の症状を呈しているとの
申し出が新たにあり、最終的に９グループ３２人において、２４人が
嘔吐、下痢等の食中毒様症状を呈していたことが判明した。

2 4/8 32 24

尼崎市飲食店 飲食店

令和元年６月１１日（火）午前１１時頃、兵庫県生活衛生課から「尼崎
市内の飲食店において鳥刺し等を含むメニューを喫食した県民が下
痢等の症状を呈して医療機関を受診しており、当該施設を利用した
同僚ら複数名も体調を崩している。」との一報が尼崎市保健所に
あった。
保健所で調査を行ったところ、６月７日（金）午後６時半頃から市内の
飲食店「居酒屋Ｄｉｎｉｎｇ　ざくろ」で食事をした１グループ３２人におい
て、１５人が下痢、腹痛及び発熱等の症状を呈していることが判明し
た。
これらの有症者に共通する飲食物は当該施設が提供した食事以外
にないこと、有症者の発症状況が類似していたこと、有症者８人の検
便からカンピロバクターが検出されたこと、また、有症者を診察した
医師から食中毒の届出があったことから、当該施設が提供した食事
を原因とする食中毒と断定した。

0

6/7に原因施
設が提供した
鶏の刺身等を
含む食事

カンピロバク
ター

ジェジュニ

加熱不十分な鶏肉を提
供したこと及び調理従事
者の衛生管理に対する
意識の欠如により発生。
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2019年次 【尼崎市】

患者等 従業員 器具等 手指

検査
便・吐物等

項目 食品等
拭き取り

処理
保健所

発生要因概要・措置（行政処分等）No.
発生
月日

摂食
者数
（人）

患者
数

（人）

死者
数

（人）
原因食品 病因物質 血清型等 原因施設 摂食場所

＜発生要因分類＞
⑤自然毒に関する知識不足

営業停止　なし
営業自粛　なし

令和元年１２月９日（月）午前１１時頃、市内医療機関から「フグによ
る食中毒を疑う患者が１２月９日（月）午前２時３０分頃に緊急搬送さ
れ入院している。」との一報が尼崎市保健所にあった。
保健所で調査を行ったところ、患者は今年の夏頃に日本海側又は太
平洋側で自ら釣ったフグを自宅へ持ち帰り、下処理をした後に冷凍
保管していた筋肉及び肝臓部位を１２月８日（日）午後７時頃に喫食
していたことが判明した。
患者の喫食及び発症状況がフグ毒特有のものであること並びに患
者を診察した医師から食中毒の届出があったことから、フグを原因と
する食中毒と断定した。

尼崎市0
サバフグの肝
臓（推定）

テトロドトキシ
ン（フグ毒）

―

患者がシロサバフグは
肝臓部位も含め無毒で
あると誤認していたこと
が原因で発生。

家庭 家庭4 12/8 1 1
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2019年次 【明石市】

患者等 従業員 器具等 手指
腸管出血性大腸
菌
O157（ベロ毒素

6/7 0/4 0/10

ウエルシュ菌 1/4 0/10
その他の食中毒菌 0/4 0/10

＜発生要因分類＞
②加熱不十分

営業停止　3日間（6/5～6/7） ④調理従事者等の衛生知識の欠如

営業自粛　なし

ノロウイルス 0/10 0/2

カンピロバクター・
ジェジュニ

6/11 2/3 0/5

黄色ブドウ球菌 2/11 0/3 0/5
ウエルシュ菌 2/11 3/3 2/5
病原性大腸菌O27 0/11 1/3 0/5
セレウス菌 0/11 0/3 1/5
その他の食中毒菌 0/11 0/3 0/5

＜発生要因分類＞
①手指、器具等から食品への二次汚染

営業停止　3日間（7/8～7/10） ②加熱不十分
営業自粛　なし

飲食店

　7/3、神戸市から「6/28に１グループ13名で明石市内の飲食店を
利用後に下痢、腹痛、発熱等を呈した患者を診察した医師から届け
出があった。13名のうち9名が同様の症状を呈しているとの情報で
ある。」旨の連絡があかし保健所にあった。
　調査の結果、6/28に同施設を利用した5グループ30名中、1グルー
プ9名が下痢、腹痛、発熱等の食中毒症状を呈していることが判明
した。
　当該飲食店利用者らの喫食状況及び発症状況、当該飲食店の施
設及び従業員の衛生状況、検査の状況等から総合的に判断して、
同施設が提供した食事を原因とする食中毒と断定した。

2 6/29 13 9 明石市飲食店0
当該飲食店が
提供した食事

カンピロバク
ター・ジェジュ
ニ

生及び加熱不十分な鶏肉の提
供

　5/31、神戸市から「5/25に明石市内の飲食店で炙りレバー等を喫
食したところ、5/29より下痢、腹痛、発熱等の食中毒様症状を呈し、
市内医療機関に入院した患者から腸管出血性大腸菌Ｏ157が検出
された。当該施設を3名で利用し、3名とも身体異常を呈していること
が判明している。」旨の連絡があかし保健所にあった。
  また、6/5、市内の医療機関から腸管出血性大腸菌Ｏ157発生届
があり、患者の聞き取り調査を行ったところ、当該患者は神戸市か
ら連絡のあった患者らが利用した施設と同じ施設を5/25に利用し、
生センマイ刺し、炙りレバー等を喫食していることが判明した。
　調査の結果、5/25に同施設を利用した38グループ85名中、2グ
ループ6名が、下痢、腹痛、発熱等の食中毒症状を呈していることが
判明した。
　また、5/25に勤務した従業員のうち１名が患者らに提供されたレ
バーと同一ロット品を生で喫食し、5/27に患者らと同様の食中毒症
状を呈していることが判明した。当該飲食店利用者らの喫食状況及
び発症状況、当該飲食店の施設及び従業員の衛生状況、検査の状
況等から総合的に判断して、同施設が提供した食事を原因とする食
中毒と断定した。
　なお、患者全員が共通して喫食した「レバー」について遡り調査を
行ったものの、原料レバーにおける他からの同様の苦情はなく、特
定には至らなかった。

明石市
腸管出血性大
腸菌

O157
（VT1、
VT2）

飲食店 飲食店

生及び加熱不十分な食肉（レ
バー：推定）の提供

摂食場所

1 5/27 7 7 0
当該飲食店が
提供した食事

概要・措置（行政処分等）No.
発生
月日

摂食
者数
（人）

患者
数

（人）

死者
数

（人）
原因食品 病因物質 血清型等 原因施設

検査
便・吐物等

項目 食品等
拭き取り

処理
保健所

発生要因
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2019年次 【西宮市】

患者等 従業員 器具等 手指

＜発生要因分類＞
⑤自然毒に関する知識不足

営業停止なし
営業自粛なし

　11月19日(火）、西宮市民より「兵庫県内の森林公園で採取した野
生キノコを自宅で調理、喫食したところ、食中毒様症状を呈した」と通
報があった。
　採取した野生キノコの残品に有毒であるカキシメジが含まれていた
こと、喫食から発症までの時間がカキシメジによる植物性自然毒の
潜伏期間に一致していたこと、患者を診察した医師から食中毒患者
等届出票の提出があったことから、キノコのバター炒め（カキシメジ
を含む）を原因とする家庭における食中毒事件と断定した。

西宮市植物性自然毒 家庭 家庭

カキシメジの誤食

摂食場所

1 11/18 1 1 0
きのこのバ
ター炒め（カキ
シメジを含む）

概要・措置（行政処分等）No.
発生
月日

摂食
者数
（人）

患者
数
（人）

死者
数
（人）

原因食品 病因物質 血清型等 原因施設
検査

便・吐物等
項目 食品等

拭き取り
処理
保健所

発生要因
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兵庫県健康福祉部健康局生活衛生課 
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